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第 1 章 — 概要 
 

 

本ユーザーマニュアルは、ネットワークカメラ、ネットワークビデオエンコーダー、ネットワークビデオレコーダー(NVR)及びデ

ジタルビデオレコーダー(DVR)の遠隔ソフトウェアであるRemote Administration System(以下、iRAS)の使用方法を記述し

ています。 

 
 

1.1  特徴 
 

iRASは、デバイスの映像監視及び録画映像の再生のためのソフトウェアで、次のような特徴があります。 

 

 デバイスのリアルタイム映像の遠隔監視及び録画映像の遠隔再生 

 デバイスのイベント感知のリアルタイム通知及びイベント感知映像の遠隔監視 

 監視映像の緊急録画及び緊急録画映像の再生 

 最大1,024つのデバイス登録可能 

 ソフトウェアの遠隔アップグレード及びシステムの遠隔設定 

 デバイスのシステムログ表示 

 リアルタイム映像のマップ監視 

 H.264、MPEG-4、M-JPEG復元アルゴリズムをサポート 

 セキュリティのためにSSL機能をサポート 

 セキュリティのためにユーザーグループ別に権限設定 

 ユーザー中心の直感的なGUIを提供 

 

 この製品はOpenSSLツールキットを利用するためにOpenSSLプロジェクトによって開発されたソフトウェアを含む

(http://www.openssl.org/)。 

 本製品には一部のオープンソースを使用したソフトウェアが含まれています。そのソフトウェアのソースコードをご希望

の方には提供できます。詳しい内容は、ソフトウェアCDに(OpenSourceGuide\OpenSourceGuide.pdf)またはユーザ

ーマニュアルと一緒に提供されるオープンソースガイドを確認してください。 

 本文書に収められた情報の完結性と正確性を検証するため、最善を尽くしておりますが、保障はいたしかねます。本

文書の使用結果による責任はユーザーにあります。また、事前の連絡なく情報が変更されることもあります。 
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第 2 章 — インストール 
 

 

2.1  製品情報 
 

製品の構成 
 

 ユーザーマニュアル 

 ソフトウェアのインストールCD 
 
 

システムの要求事項 
 

推奨仕様 

 

 OS: Microsoft®  Windows®  7 64-bit (Home Premium、Professional、Ultimate) 

 CPU: Intel CoreTM i5-3570K 3.30GHz以上 

 RAM: 4GB以上 

 VGA: AMD RadeonTM HD 7700またはNVIDIA GeForce GTX650以上 (1280x1024、32bpp以上)、マルチモニター 

 ハードディスク: 6GB以上の空き容量 

 LAN: 10/100Mbps Ethernet以上 

 

最低仕様 

 
 OS: Microsoft®  Windows®  XP Home SP3 
 CPU: Intel CoreTM 2 Duo E7200 2.53GHz 
 RAM: 1.5GB 

 VGA: AMD RadeonTM HD 2400またはNVIDIA GeForce FX5500 (1024x768、24bpp) 

 ハードディスク: 1GB 

 LAN: 10/100Mbps Ethernet 

 

魚眼映像の歪み補正推奨仕様 
 

 OS: Microsoft®  Windows®  7 64-bit (Home Premium、Professional、Ultimate) 

 CPU: Intel CoreTM i7-3770K 3.40GHz以上 

 RAM: 8GB以上 

 VGA: AMD RadeonTM HD 7700またはNVIDIA GeForce GTX650以上 (1920x1080、32bpp以上)、マルチモニター 

 ハードディスク: 6GB以上の空き容量 

 LAN: 10/100Mbps Ethernet以上 

 
 

2.2  インストール 
 

 PCのWindows節電機能を使用しないように設定して下さい(コントロールパネル → “電源オプション” → “ディスプレイの

電源を切る時間の指定”と“コンピュータがスリープ状態になる時間を変更”を“適用しない”に設。Microsoft®  Windows®  

XPの場合“電源設定” → “モニタの電源を切る”と“ハードディスクの電源を切る”を“なし”に設定)。 

 

 

旧バージョンのiRASプログラムが既にインストールされている場合、ソフトウェアをアップグレードするかどうかを

問うインストール画面が表示されます。その場合、インストール画面の指示に従ってソフトウェアをアップグレードし

てください。 
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 Windowsのスタートメニューのコントロールパネルに移動後、“電源”オプションで”、“モニタ節電モード”と“ハードディスク

節電モード”を“使わない”に設定してください。 

 

1. ソフトウェアのインストールCDを準備します。 

 

2. PCでソフトウェアインストールCDの“Setup”のフォルダーの下にある“setup.exe”ファイルを実行します。 

 

 Microsoft®  Windows®  Vistaまたはその上のOSで“ユーザーアカウント制御”画面が表示されることがあります。この場

合、“許可”ボタンをクリックした後、設定画面の指示に従ってプログラムをインストールします。 

 

3. プログラム稼働時に使用する言語を選択した後、“OK”ボタンをクリックします。 

 
 

 選択した言語が正しくディスプレイされるためには、PCがその言語OSをサポートしていなければなりません。 

 プログラムをインストールした後、言語を変更するには、プログラムを実行した後“システム”メニューの“iRAS設定” → 

“システム”を実行します。 

 

4. 次のインストール画面が表示されたら、“次”ボタンをクリックします。 

 
 
 

5. プログラムがインストールされる経路を指定した後、“次”ボタンをク

リックします。 
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6. 次のインストール画面が表示されたら、“次”ボタンをクリックします。 
 

  
 

 “NET Framework”と“Visual C++Runtime Libraries”が自動的にインストールされ、インストールする時、時間が少々掛

かる場合があります。ユーザーのPCに“NET Framework”及び“Visual C++Runtime Libraries”が既にインストールされ

ている場合、本インストールのプロセスは省略されます。 

 

7. 次のインストール画面が表示されたら、“閉じる”ボタンをクリックして

インストールを完了します。 

 
 

8. 本プログラムは初期パスワードが設定されていません。

パスワードなしにプログラムを使用することはセキュリティ

上望ましくないため、できるだけパスワードを設定してご使

用ください。 
 

 
 

2.3  アンインストール 
 

1. 先に実行中のiRASプログラムを終了します。 
 

 プログラムの実行が終了していない状態でソフトウェアをアンインストールすると、正常に削除されないことがあります。 

 インストールフォルダーを強制的に削除する場合、ソフトウェア削除及び再インストールが不可能になるため、必ず次の

手続きに従ってアンインストールしてください。 

 

2. “スタート”メニューの“iRAS”をクリックします。“Uninstall iRAS”をクリックします。 

 

3. 次のアンインストール画面が表示されたら、“Yes”ボタンをクリックします。 
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4. 次のアンインストール画面が表示されたら、“Remove All”または“Do not remove”ボタンをクリックします。録画映像及び

既存の設定をはじめ、システムに保存されていたすべてのデータを削除するには“Remove All”ボタンを、データを削除

せずに保存するには、“Do not remove”ボタンをクリックします。 
 

  
 

 削除されたデータは復元することができません。 

 

5. 次のアンインストール画面が表示されたら、“確認”ボタンをクリックしてアンインストールを完了します。 
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第 3 章 — 開始 
 

 

 本ユーザーマニュアルでiRASシステム”とは“iRAS”プログラムが実行中のPCのことであり、“デバイス”とは、ネットワー

クカメラ、ネットワークビデオエンコーダー、ネットワークビデオレコーダー(NVR)及びデジタルビデオレコーダー(DVR)の

ことです。 

 

iRASソフトウェアをインストールするとデスクトップに“iRAS”及び“iRAS Run as administrator”(管理者IDでの実行)のジャンプ 

 アイコンが生成されます。“iRAS”又は“iRAS Run as administrator”(管理者IDでの実行)のジャンプアイコンをダブルクリ

ックしてiRASプログラムを実行します。 

 

iRASプログラムが実行中のPCに“管理者”IDではなく“標準ユーザー”IDでログインした場合、“iRAS Run as administrator” 

(管理者IDでの実行)のジャンプアイコンをダブルクリックしてください。もしくは、デバイスの脱着式/eSATA HDD又はSD 

(SDHC)メモリカードが認識できません。 

 

 

 使用者ID、パスワード: PCの管理者アカウントの使用者ID及びパスワードを

入力します。 

 パスワード使用しない: PCの使用者IDにパスワードが設定されたいない場

合、選択します。 

 Save account information: この項目を選択すると、上記のID及びパスワー

ドを保存します。 

 

 iRASプログラムが実行中のPC仕様、または、ユーザーID設定により、ログインの制限がある恐れがあります。 

 
 

3.1  ログイン 
 

プログラム実行時、次のようにログインしなければなりません。 

 

“スタート”メニューの“iRAS”をクリックします。 → プログラムを実行した後、ログイン情報を入力します。 

 

 

 使用者ID、パスワード: 使用者ID及びパスワードを入力します。使用者IDの

基本値は“admin”であり、初期パスワードはありません。ユーザーメニュー

で使用者ID及びパスワードが変更できます。詳しい内容は、“5.2 ユーザー

(使用者)、ユーザー管理” (p. 25)部分を参照してください。 

 ID保存します: この項目を選択するとログインする際、入力したIDを保存し

ます。 

 最後監視セッション復元: 現在の監視パネルに以前の監視セッションを復元

することができます(“ユーザー基本レイアウト実行”には対応しない)。 
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3.2  デバイスの登録 
 

iRASプログラムで提供する機能を使用するためには、まずiRASプログラムにデバイスを登録した後、該当するデバイスを

デバイスグループに追加しなければなりません。 

 

1. “システム”メニュー → “設定” → “デバイス”を選択します。 
 

 

 

 

 

2. “サイト”パネルで“すべてのデバイス”をクリックした後、右のサイトリストのパネルの下段にある ボタンをクリックします。

“デバイス検索”画面が表示されます。 
 

  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 プロトコル: 検索するデバイスのプロトコルまたはメーカーを選択します。 

 検索モード: 検索モードを選択した後、“検索開始”ボタンをクリックすると、検索結果をリストで表示します。デバイスの

IPアドレス帯域がiRASシステムのIPアドレス帯域と異なる場合、iRASプログラムは該当デバイスのIPアドレスを有効

にしないものと見なします。この場合、デバイスのIPアドレスを変更すれば、デバイスの登録ができます。 
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− 自動検索(LAN): LAN環境にあるデバイスをリストに表示します(一部モデルのDVRには対応していません)。 

− IPアドレス: デバイスのIPアドレスを入力します。二つ以上のデバイスを登録する場合、IPアドレスの範囲を入力し

て一度に検索することもできます。デバイスのネットワーク接続を設定する時、DHCPを使用しないことをお勧めし

ます。DHCPを使用する場合、外部ネットワーク環境変化によってデバイス連結が正しく動作しない可能性があり

ます。 

− FEN: デバイスがFEN (For Easy Network)機能を使用する場合、FENサーバーに登録されたデバイスの名前を入

力します。デバイスが登録されているFENサーバーの情報が正しく設定されているか確認してください(“システム”

メニュ → 設定 → “ネットワーク”設定 → “FEN”項目)。デバイスが登録されているFENサーバーの情報が正しくな

い場合はデバイスが検索できません。 

− ドメイン名: デバイスがドメイン名サービスを使用する場合DNSサーバーに登録されたデバイスの名前を入力し

ます。 

− デバイス情報ファイル: デバイス接続情報の保存されている.xmlファイルを呼び出し、該当デバイスをリストに表示

します。.xmlファイルに関する詳しい内容は、iRASソフトウェア購入先にお問い合わせください。 

  : リストで各デバイスの名前の横にあるチェックボックスを選択して、登録するデバイスを選択します。“全て選択”

を選ぶとリストにあるすべてのデバイスを選択します。 

 

3. “デバイス検索”画面の下段の“デバイス登録”ボタンをクリックします。 
 

  

 

 

 

 名前、アドレス、デバイスの種類: 選択したデバイスの名前、IPアドレス及び種類を表示します。デバイス設定時に

“デバイス名同期化”オプションが選択されている場合、デバイス名がデバイスでの設定によって自動的にアップデー

トされます。 

 ID、パスワード: 遠隔接続のために各デバイスで設定したユーザーID及びパスワードを入力します。 

 すべてのデバイスに適用: 1つ以上のデバイスを選択した場合、選択したデバイスのユーザーID及びパスワードが

全て同じであれば、入力したユーザーID及びパスワードを全てに適用することができます。 

 

 デバイスがDVRの場合、DVRの仕様及びバージョンによってポート番号の入力が追加要求されることがあります。 

 デバイスが4チャンネルネットワークビデオエンコーダーである場合、カメラ使用と関係なく、自動で4つのカメラが全

て登録されます。 
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4. “サイト”パネルで“デバイスグループ”をクリックした後、“サイト”パネルの下段にある  ボタンをクリックします。“デバイ

スグループの追加”画面が表示されます。 
 

  

 

 

 

 名前: デバイスグループの名前を入力します。 

 場所: 該当するデバイスグループが所属する上位デバイスグループを選択します。 

 グループに追加するデバイスを選択してください、選択されたデバイスのリスト: 左側でカメラの横にあるチェックボ

ックスを選択すると、選択したカメラが右側に追加されます。 
 

“確認”ボタンをクリックすると、該当するデバイスグループが登録されます。 

 

5. デバイスがデバイスグループに正しく追加されているか確認します。“サイト”パネルで“デバイスグループ”をクリックした

後“デバイスグループ”の左側の矢印ボタン( )をクリックします。登録されたデバイスグループをクリックすると、該当

するデバイスグループに追加されたデバイスリストが右側に表示されます。 
 

 
 

登録されたデバイスグループを選択した後、“サイト”パネルの下段にある  ボタンをクリックすると“デバイスグループ

修正”画面が表示され、該当するデバイスグループを修正することができます。詳しい内容は、“5.1 デバイス、デバイス

の管理” (p. 19)部分を参照してください。 
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3.3  リアルタイム映像監視 
 

 
 

1. “サイト”リストでデバイスグループにデバイスが追加されているか確認します。 
 

2. パネルタブで監視タブをクリックします。 → “サイト”リストで接続するサ

イトを選択した後、監視画面の上にマウスでドラッグ&ドロップします。

選択したサイトのリアルタイム映像が画面に表示されます。詳しい内

容は、“第 6 章 — リアルタイム映像監視” (p. 37)部分を参照してくだ

さい。 
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3.4  録画映像再生 
 

 
 

パネルタブで再生タブをクリックします。 → “サイト”リストで接続するサイ

トを選択した後、再生画面の上にマウスでドラッグ&ドロップします。選択

したサイトの録画映像が画面に表示されます。詳しい内容は、“第 7 章 

— 録画映像再生及び動画で保存” (p. 57)部分を参照してください。 
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第 4 章 — システムの概要 
 
 

 
 

① メニュー: “メニュー” (p. 14)部分を参照してください。 

② サイトリスト: マウスでドラッグ&ドロップを利用して登録されたサイトに接続します。詳しい内容は、“サイトリスト” (p. 15)

部分を参照してください。 

③ リアルタイムのイベントのリスト: 登録されたデバイスから、通知を受けたイベントのリストを表示します。  ボタンをクリ

ックすると“緊急イベント”パネルが表示されます。詳しい内容は、“5.9 リアルタイムのイベント” (p. 33)部分を参照してく

ださい。 

④ ライブポップアップリスト: 現在iRASプログラムに挙がっているポップアップ画面のリストを表示します。ライブポップアッ

プに関する詳しい内容は、“6.4 マップの制御、ライブポップアップ” (p. 55)部分を参照してください。 

⑤ パネルのツールバー/タイムテーブル: パネルによってツールバーまたはタイムテーブルを表示します。詳しい内容は、

“6.3 カメラの制御” (p. 46)または、“7.1 録画映像再生” (p. 57)部分を参照してください。 

⑥ パネル: 選択したタブの映像またはリストを表示します。詳しい内容は、“パネル” (p. 16)部分を参照してください。 
 
 

http://dic.daum.net/word/view.do?wordid=jkw000084627&q=%EB%9D%BC%EC%9D%B4%EB%B8%8C
http://dic.daum.net/word/view.do?wordid=jkw000084627&q=%EB%9D%BC%EC%9D%B4%EB%B8%8C
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メニュー 
 

システム 

 

 

 新しいタブ: パネルを追加します。監視、再生パネルの場合合わせて最

大8つのパネルが支援されます。マップパネルの場合、最大2つ、レポー

ト、動作状態、デバイス状態パネルの場合、それぞれ1つのパネルが支

援されます。 

 排除: 選択したデバイス、カメラまたはすべてのカメラを監視画面または

再生画面から排除します。 

 保存、プリント: 選択したタブのパネルに表示される映像またはリストを

保存または印刷します(一部パネルの場合、サポートされない)。 

 iRAS 設定: 基本設定を変更します。詳しい内容は、“第 5 章 — 設定” 

(p. 17)部分を参照してください。 
 

 ログイン、ログアウト: プログラムにログインまたはログアウトします。 

 ロック: iRASプログラムをロックします。プログラムがロックされるとプログラムを使用することができなくなり、パスワー

ドの入力画面が表示されます。パスワードを入力するとロックが解除されます。 

 EXIT: プログラムを終了します。 

 

ビュー 

 

 

 ユーザーレイアウト登録: 現在の画面分割を保存します。 

 フルスクリーン: 選択した監視または再生パネルをフルスクリーンで表示

します。 

 全体画面 +ツールバー: 選択した監視または再生パネルをパネルツー

ルバーと一緒に全体画面で表示します。 

 画面分割: 画面分割を変更することができます。 

 前のカメラ、次のカメラ: 前または次のカメラグループに移動します。 

 ホットスポット設定: 選択したカメラ画面をホットスポット画面で設定しま

す。詳しい内容は、“6.1 映像監視、ホットスポット設定” (p. 38)部分を参

照してください。 

 イベントスポット設定: 選択したカメラ画面をイベントスポット画面で設定

します。詳しい内容は、“6.1 映像監視、イベントスポット設定” (p. 38)部

分を参照してください。 

 マップイベントスポット設定: 選択したカメラ画面をマップイベントスポット画面で設定します。詳しい内容は、“6.1 映像監

視、マップイベントスポット設定” (p. 39)部分を参照してください。 

 レイアウトの順次監視: レイアウトの順次監視を開始または終了します。詳しい内容は、“6.1 映像監視、レイアウトの順

次監視” (p. 40)部分を参照してください。 

 Emergency Event Panel: 緊急イベントパネルを見せます。詳しい内容は、“第 8 章 — イベント処理” (p. 70)部分を参

照してください。 

 遠隔地点パネル: フローティングされたパネル又は全体画面で地点リストを表示、または非表示することができます。本

機能は一部パネルのみ対応します。 
 

再生 

 

 

 再生/一時停止: 選択したデバイスの録画映像を再生したり映像

再生を一時停止します。 

 再生/一時停止 (タブ): 現在の画面に表示されたすべての録画映

像を再生または一時停止 します。 
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 移動: 再生する映像の時点を選択します。詳しい内容は、“7.1 録画映像再生” (p. 57)部分を参照してください。 

 フレーム移動: フレームまたは時間単位で、前または次の映像に移動します。 

 動画保存: 録画映像を専用のビューアーファイル(.exe)またはAVIファイル(.avi)で保存します。 

 モーションの停止映像: イベントベース録画(イベント及びプリイベント)中に録画された映像の停止映像を再生パネルに

表示します。詳しい内容は、“7.1 録画映像再生、モーションイベントの停止映像” (p. 61)部分を参照してください。 
 

 

情報 

 

 

 情報: ソフトウェアのバージョンまたは著作権の情報を表示します。 

 
 

サイトリスト 
 

 

登録されたサイトリストを表示します。 
 

  (検索): 登録されたサイトを検索します。検索語を入力すればその結果を表示します。 

 すべてのデバイス: 登録されたデバイスのリストを表示します。リストでデバイスをクリックし

た後、画面の上の希望する位置にマウスでラッグ&ドロップすれば、該当するデバイスに接

続しているカメラの映像を監視したり、カメラの録画映像を再生することができます。この機

能は“Administrator”グループに属するユーザーのみ設定できます。 

 デバイスグループ: 登録されたデバイスグループのリストを表示します。リストでデバイスを

クリックした後、画面の上の希望する位置にマウスでラッグ&ドロップすれば、該当するデバ

イスに接続しているカメラの映像を監視したり、カメラの録画映像を再生することができます。

詳しい内容は、“6.1 映像監視” (p. 37)または、“7.1 録画映像再生” (p. 57)部分を参照してく

ださい。 

 レイアウト: 登録されたレイアウトリストを表示します。リストでレイアウトをクリックした後、画面にマウスでドラッグ&ドロッ

プすれば、レイアウトの監視または再生を行います。詳しい内容は、“6.1 映像監視、レイアウトの監視” (p. 39)または、

“7.1 録画映像再生” (p. 57)部分を参照してください。 

 レイアウトの順次監視: 登録されたレイアウトの順次監視のリストを表示します。リストでレイアウトの順次監視をクリック

した後、画面にマウスでドラッグ&ドロップすると、レイアウトの順次監視を行います。詳しい内容は、“6.1 映像監視、レイ

アウトの順次監視” (p. 40)部分を参照してください。 

 カメラの順次監視: 登録されたカメラの順次監視のリストを表示します。リストでカメラの順次監視をクリックした後、画面

の上の希望する位置にマウスでドラッグ&ドロップすると、カメラの順次監視を行います。詳しい内容は、“6.1 映像監視、

カメラの順次監視” (p. 43)部分を参照してください。 

 マップ: 登録されたマップのリストを表示します。リストでマップの順次監視をクリックした後、画面の上の希望する位置に

マウスでドラッグ&ドロップすると、マップ監視を行います。詳しい内容は、“6.2 マップ監視” (p. 45)部分を参照してください。 

 HDP: iRASシステムにデバイスの脱着式/eSATA HDD又はSD (SDHC)メモリカードが接続されている場合、該当HDD

又はSD (SDHC)メモリカードのリストを表示します。デバイスの脱着式HDDをiRASシステムに接続するには、SATA <-> 

USB 2.0 コンバータ又はIDE <-> USB 2.0コンバータが、eSATA HDDはeSATAケーブルが、SD (SDHC)メモリカードは

SD (SDHC)メモリカードリーダーが必要です。詳しい内容は、iRASソフトウェアの購入先にお問い合わせください。リスト

でマウスの右ボタンをクリックすると該当HDD又はSD (SDHC)メモリカードの保存容量情報が表示されます(フォルダの

経路、ドライブの種類、デバイスのモデル、録画範囲、容量など)。 

 緊急録画: 緊急録画されたデバイスがある場合、該当デバイスのリストを表示します。 
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パネル 
 

 
 

 監視: リアルタイム映像を表示します。詳しい内容は、“第 6 章 — リアルタイム映像監視” (p. 37)部分を参照してください。 

 再生: デバイスに保存されていた録画映像又はiRASプログラムで緊急録画された映像を再生することができます。詳し

い内容は、“第 7 章 — 録画映像再生及び動画で保存” (p. 57)部分を参照してください。 

 マップ: マップを表示します。詳しい内容は、“6.2 マップ監視” (p. 45)部分を参照してください。 

 レポート: iRASプログラムのログを表示します。詳しい内容は、“第 10 章 — ログ検索” (p. 75)部分を参照してください。 

 動作状態: デバイスグループに登録されたデバイスの動作状態を点検し、その結果を表示します。詳しい内容は、“9.1 

システムの動作状態の監視” (p. 73)部分を参照してください。 

 デバイス状態: 知りたいデバイスの状態をリアルタイムで表示します。詳しい内容は、“9.2 デバイス状態の監視” (p. 74)

部分を参照してください。 

 

 パネルタブでマウスの右ボタンをクリックし、タブの名前を変更することができます。 

 

パネルの追加及び削除 

 

 

“システム”メニューをクリックします。 → “新しいタブ”をクリックします。 → 追加

するパネルを選択します。 

 

各タブの横の  ボタンをクリックするとそのパネルが削除されます。 

 

パネルのフローティング及び固定 

 

パネルタブをクリックした後、マウスでドラッグ&ドロップすると、該当するパネルが画面上にフローティング(浮上)します。フ

ローティングされているパネルタブをクリックした後、元の位置にマウスでドラッグ&ドロップすると、該当位置に固定します。

マウスでドラッグ&ドロップを利用してパネルタブの順序を変更することもできます。 
 

 フローティングされたパネル最大化: フローティングされたパネルの上右側のスクリーン最大化/以前サイズ復元ボタンを

クリックするとパネルを最大化することや以前のサイズに復元することができます。 

 フローティングされたパネルに地点リスト表示/非表示: フローティングされたパネルの画面でマウス右側ボタンをクリック

し、画面メニューで“遠隔地点パネル”を選択するとフローティングされたパネルに地点リストを表示、または非表示するこ

とができます。本機能は一部パネルのみ対応します。 
 
 



遠隔管理ソフトウェア(iRAS) 

 

 

17 

第 5 章 — 設定 
 

 

“システム”メニュー → “設定” → “デバイス”を選択します。 

 

 

 

 

 

  Always On Top: iRAS設定画面を、スクリーンの一番前に表示します。 

 
 

5.1  デバイス 
 

サイトを登録及び管理します。 
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  (多重ファームウェアアップグレード): 複数のデバイスのソフトウェアを一括にアップグレードすることができます。詳し

い内容は、“デバイスの管理、ファームウエアアップグレード” (p. 22)部分を参照してください。 

  (多重遠隔設定): 設定ファイルを用いて複数のデバイスの設定が一括に変更できます。詳しい内容は、“デバイスの

管理、デバイスを遠隔設定” (p. 21)部分を参照してください。 

  (ネットワークキーボード設定): ネットワークキーボードを登録、削除、修正することから ネットワークキーボードを利

用してiRASプログラムを制御することができます。詳しい内容は、“第 12 章 — ネットワークキーボードを利用した制御” 

(p. 81)部分を参照してください。 

 サイト(サイトパネル): iRASプログラムでサポートするサイトグループのリストを表示します。詳しい内容は、“サイト” (p. 18)

部分を参照してください。 

 名前、グループ、アドレス、タイプ、記述(サイトリストのパネル): 各サイトグループに登録されたサイトリスト及び情報を表

示します。デバイス名の横の矢印ボタン( )をクリックすると、該当するデバイスでサポートするビデオ入力、アラーム

入力/出力およびオーディオ入力/出力の情報を表示します。 

  (検索): 各グループに登録されたサイトを検索します。“サイト”ネルでサイトグループを選択した後、

検索語を入力します。選択したグループ内で入力された部分と一致する結果が検索されると、その結果を表示します。 

  (追加)、  (削除)、  (変更): サイトを登録するか、削除または変更します。サイトを選択した後、マウスの右ボタンを

クリックすると表示されるメニューを利用してサイトを該当グループから削除したり、登録情報を変更することもできます。

選択したサイトがデバイスである場合、デバイスに接続してデバイスの設定を変更したり、デバイスのソフトウェアをアッ

プグレードすることができます。“すべてのデバイス”でデバイスを削除する場合、デバイスを再登録してもiRASシステムは

他のデバイスで認識します。デバイス及びデバイスグループの登録に関する詳しい内容は、“3.2 デバイスの登録” (p. 8) 

部分を、レイアウト及び順次監視登録に関する詳しい内容は、“第 6 章 — リアルタイム映像監視” (p. 37)部分を参照し

てください。 

 

サイト 

 

 すべてのデバイス: 登録されたすべてのデバイスリストを表示します。デバイスの登録に関する詳しい内容は、“3.2 デバ

イスの登録” (p. 8)部分を参照してください。 

 デバイスグループ: 登録されたデバイスグループのリストを表示します。希望するカメラの映像を監視したり、再生するこ

とができます。iRASプログラムを用いて機能を実行するためには、デバイスが登録されていなければならず、デバイスグ

ループに該当するデバイスを追加しなければなりません。デバイスグループの登録に関する詳しい内容は、“3.2 デバイ

スの登録” (p. 8)部分を参照してください。 

 レイアウト: 登録されたレイアウトのリストを表示します。多数のカメラの映像をあらかじめ設定されたレイアウトで監視し

たり再生することができます。詳しい内容は、“6.1 映像監視、レイアウトの監視” (p. 39)部分を参照してください。 

 レイアウトの順次監視: 登録されたレイアウトの順次監視のリストを表示します。多数のカメラの映像をあらかじめ設定

された2つ以上のレイアウトで順次監視することができます。詳しい内容は、“6.1 映像監視、レイアウトの順次監視” (p. 40)

部分を参照してください。 

 カメラの順次監視: 登録されたカメラの順次監視のリストを表示します。多数のカメラの映像を同じカメラ画面で順次監視

することができます。詳しい内容は、“6.1 映像監視、カメラの順次監視” (p. 43)部分を参照してください。 

 マップ: 登録されたマップのリストを表示します。カメラ映像、イベント感知、入/出力デバイスの状態をマップで監視するこ

とができます。詳しい内容は、“6.2 マップ監視” (p. 45)部分を参照してください。 
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デバイスの管理 
 

デバイス情報を修正したり、デバイスをリストから削除することができます。また遠隔でデバイスの設定を変更したり、デバ

イスのソフトウェアをアップグレードできます。“システム”メニュー → “設定” → “デバイス”を選択します。 

 

“サイト”パネルからデバイスグループを選択した後、サイトリストのパネルでデバイスをクリックします。サイトリストのパネル

の下段にある  ボタンをクリックするか、マウスの右ボタンをクリックすると、デバイスメニューが表示されます。 

 

 

または 

 
 

 デバイス修正: デバイスの接続情報を設定します。詳しい内容は、“デバイス修正” (p. 20)部分を参照してください。 

 デバイスを遠隔設定: 遠隔でデバイスの設定が変更できます。詳しい内容は、“デバイスを遠隔設定” (p. 21)部分を参照

してください。 

 ファームウエアアップグレード: 遠隔でデバイスのソフトウェアをアップグレードすることができます。詳しい内容は、“ファー

ムウエアアップグレード” (p. 22)部分を参照してください。 

 遠隔デスクトップ: VNC 機能を利用してデバイスに接続できます。この接続をするためには、デバイスにVNC機能が設定

されている必要があり、iRASプログラムでデバイス登録をする時は、VNC遠隔接続のためのポート番号とパスワードが

登録されていなければなりません。iRASプログラムでのVNC遠隔接続のためのポート番号とパスワードの登録に関する

詳しい内容は、“デバイス修正、遠隔デスクトップ” (p. 21)部分を参照してください。デバイスの仕様とバージョンによって

本機能がサポートされない場合もあります。 

 デバイスコピー (Clone Device): 登録されたデバイスをコピーします。詳しい内容は“デバイスコピー” (p. 22) 部門をご

参照ください。 デバイスコピーの際、デバイス情報もコピーされます。デバイスメニューから、“デバイス修正”を選択して、

コピーされたデバイスの情報を変更することができます。その時、デバイスの認証手続き(デバイスユーザー ID 及びパ

スワード入力)が要求されません。コピーされたデバイスの場合、デバイスリストから、デバイスアイコンにクローンのア

イコン( )が表示されます。 

 映像プレビュー: デバイスの映像をプレビューすることができます。 

 デバイス削除: デバイスをiRASプログラムから削除します。 
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デバイス修正 

 

デバイスメニューで“デバイス修正”を選択します。 

 

情報 
 

 

デバイスの基本情報を変更することができます。 
 

 名前: デバイスの名前を修正します。他のデバイスと重複

する名前が使えます。 

−  デバイスを使用しない: 該当するデバイスは登録され

ていないものと見なされます。 

−  デバイス名同期化: デバイスより設定した名をiRASプ

ログラムに自動に適用します。 

−  デバイスリアルタイムモニタリング: 登録された全ての

デバイスに対し、iRASプログラムに表示されるデバイス

のイベント情報及びデバイス情報を自動的にアップデー

トします。ただし、複数台のiRASシステムから該当デバ

イスに同時にアクセスする場合、該当デバイスの対応で

きる最大同時接続者数によってデバイスに接続できな

い場合があります。項目を選択しなければ、現在監視中

のデバイスについてのイベント情報及びデバイス情報の

みを自動的にアップデートします。 

 グループ: デバイスが登録されたデバイスの映像を録画す

る録画サービスリストを表示します。 

 デバイスの種類: デバイスの種類を表示します。 

 

ネットワーク 
 

 

デバイス接続の基本情報を変更できます。但し、デバイスの認

証手続き(デバイスユーザーのID及びパスワードの入力)が要

求されます。(コピーされたデバイスの場合、認証の手続きは不

要です。) 
 

 アドレスタイプ: デバイスのアドレスタイプを選択します。 

− 自動検索(LAN): デバイスのアドレスを修正する時、デ

バイスのmDNS番号を入力します。 

− IPアドレス: デバイスのアドレスを修正する時、デバイス

のIPアドレスを入力します。 

− FEN: デバイスがFEN (For Easy Network)機能を使用

する場合、デバイスのアドレスを入力する時FENサーバ

ーに登録されたデバイスの名前を入力しることができま

す。入力した名前は該当するデバイスのFEN設定で設

定した名前と同じでなければなりません。 

− ドメイン名: デバイスがドメイン名サービスを使用する場

合、デバイスのアドレスを入力する時DNSサーバーに登

録されたデバイスのドメイン名を入力しることができます。 
 

 アドレス: アドレスタイプで選択したアドレスのタイプによりデバイスのアドレスを修正します。 

 ポート: ポート番号を修正します。入力したポート番号は該当するデバイスで遠隔接続(Admin)、遠隔監視(Watch)、録画

(Record)及び双方向オーディオ(Audio)のために設定したポート番号と同じでなければなりません。 

 ID、パスワード、接続テスト: 上記の情報を変更するためには、デバイスの認証手続きが要求されます。デバイスのユー

ザーID及びパスワードを入力した後、“接続テスト”ボタンをクリックします。接続テストが成功すれば、“確認”ボタンをクリ

ックして、設定の適用が可能です。 
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遠隔デスクトップ 
 

 

VNC遠隔接続のためのポート番号とパスワードを登録するこ

とができます。 
 

 ポート、パスワード: VNC遠隔接続のためのポート番号とパ

スワードを入力します 。 

  ウィンドウサイズ調整: VNCビューア画面のサイズをウ

ィンドウサイズに合わせます。 

  自動再接続: VNC遠隔接続が解除されている場合、自

動的に再接続します。 

  ツールバー使用: VNCビュアーのツールバーを使用す

るように設定します。 

 

デバイスを遠隔設定 

 

デバイスメニューで“デバイスを遠隔設定”を選択して、遠隔でデバイスの設定が変更できます。一部の設定の場合、遠隔

設定に対応しないこともあります。デバイス設定に関する詳しい内容は、該当デバイスのユーザーマニュアルを参照してく

ださい。 
 

設定ファイルを用いて複数のデバイスの設定が一括に変更できます。支点パネル上段の  (多重遠隔設定)ボタンをクリ

ックすると以下のような設定窓が 現れます。 
 

 

右側上段の  ボタンをクリックしてから設定ファイル

を選択します。選択した設定ファイルが適用可能なデ

バイスのリストが表れます。この機能はデバイスのモ

デルによって支援されない可能性があり、設定ファイ
ルが適用可能なデバイスが登録されていても支援さ

れないデバイスである場合、リストに表示されません。

デバイスを選択してから下段の“適用”ボタンをクリック

するとそのデバイスの設定を変更します。 
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デバイスコピー 

 

 

コピーされたデバイスが左に現れます。右のデバイスグループリス
トから、グループを選択すると、コピーされたデバイスが該当グルー

プに追加されます。 

 

ファームウエアアップグレード 

 

アップグレードファイルが準備された場合、デバイスメニューで“ファームウエアアップグレード”を選択し、遠隔でデバイスの

ソフトウェアをアップグレードすることができます。 
 

複数のデバイスのソフトウェアを一括にアップグレードすることができます。支点パネル上段の  (多重ファームウェアアッ

プグレード) ボタンをクリックすると以下のような設定窓が 現れます。 
 

 

右側上段の  ボタンをクリックしてからアップグレー

ドファイルを選択します。デバイスがPC基板DVRで

ある場合、“PC基板DVR” を選択してから  ボタン

をクリックします。選択したファイルでアップデートが

可能なデバイスのリストが表示されます。“全てのデ

バイスを表示”を選択すると登録された全てのデバ

イスのリストが表示されます。デバイスを選択してか

ら下段の“アップグレード”ボタンをクリックするとその

デバイスをアップグレード します。 

 



遠隔管理ソフトウェア(iRAS) 

 

 

23 

入力 / 出力デバイス情報の修正 

 

“サイト”パネルで“すべてのデバイス”を選択した後、サイトリストのパネルでデバイスの名前の横にある矢印ボタン( )を

クリックします。該当するデバイスでサポートするビデオの入力、アラームの入力/出力及びオーディオの入力/出力のリスト

で、入力/出力デバイスをクリックします。サイトリストのパネルの下段にある  ボタンをクリックするか、マウスの右ボタン

をクリックして“デバイス修正”を選択します。“デバイス修正”画面が表示されます。 

 

  

または 

 

 

 

 

 デバイス名: 該当する入力/出力デバイスの名前を修正します。他の入力/

出力デバイスと重複する名前が使えます。該当する入/出力デバイスが接

続されたデバイス名が更新される時、自動的に更新されます。 

 連動されているオーディオチャンネル: 該当カメラと連動してオーディオを録

音するには、オーディオチャンネルを選択します(入/出力デバイスがカメラ

である場合のみ支援)。そのカメラの映像が録画される場合選択されたオー

ディオチャンネルのオーディオが一緒に録音されます。 

 連動デバイス: 入/出力デバイスと連動してカメラ映像をイベントスポット画

面に出力するためにはそのカメラチャネルを選択します(その入/出力デバ

イスがアラーム入力またはオーディオ入力デバイスの場合のみ支援)。ア

ラームインまたはオーディオイベント感知時、選択したチャンネルの映像が

イベントスポット画面に表示されます。 
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5.2  ユーザー(使用者) 
 

ユーザーまたはユーザーグループを登録及び管理します。 

 

 
 

 グループ(グループパネル): 登録されたユーザーグループのリストを表示します。“Administrators”グループはすべての

機能に対する権限を持っており、修正することはできません。 

 名前、ID、Eメール、電話番号、記述(ユーザーリストパネル): 各ユーザーグループに登録されたユーザーのリスト及び

情報を表示します。 

  (検索): 各グループに登録されたユーザーを検索します。“グループ”パネルからユーザーグループを

選択した後、検索語を入力します。選択したグループ内で入力された部分と一致する結果が検索されたら、その結果が

表示されます。 

  (追加)、  (削除)、  (変更): ユーザーグループまたはユーザーを登録するか削除または変更します。 
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ユーザー管理 
 

iRASプログラムの各機能に対する権限をユーザーによって互いに異なるように設定することができます。ただし、

“Administrators”グループはすべての機能に対する権限を有しており、修正することができません。 

 

1. ユーザーグループパネルの下段にある  ボタンをクリックします。“ユーザーグループの追加”画面が表示されます。 
 

  

 

 
 

 
 

 

 

 情報のタブ: ユーザーグループの名前を入力します。 

 デバイスへのアクセス権現タブ: 各デバイスに対するアクセス権限を付与したり制限します。 

 権限のタブ: 各機能に対する権限を与えたり、制限します。 
 

“確認”ボタンをクリックすると、該当するユーザーグループが追加されます。 
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2. ユーザーグループパネルで追加されたユーザーグループをクリックした後、ユーザーパネルの下段にある  ボタンを

クリックします。“新しいユーザー”画面が表示されます。 
 

 

 

 

 

 名前: ユーザーの名前を入力します。 

 ID、パスワード、パスワードの確認: iRASプログラムを実行するための固有のユーザーID及びパスワード(空白なし

で8桁~16桁)を入力します。 

  パスワード使用しない: iRASプログラムを実行する時、パスワードなしでログインできます。 

  パスワード有効期間設定: パスワードの有効期間を設定します。有効期間が過ぎるとログインする時これをお知

らせします。 

 User Specific Layout: iRASプログラム実行時に表示されるユーザーレイアウトが選択できます。 

 Eメール: Eメールアドレス入力します。Eメールアドレスには、“@”が必ず含まれていなければなりません。 

 電話番号、記述: 電話番号及び記述を入力します。電話番号には数字と“-”のみ入力できます。 
 

“確認”ボタンをクリックします。 

 

3. 登録されたユーザーグループまたはユーザーを選択した後、  ボタンをクリックしてユーザーグループまたはユーザ

ー情報を変更することができます。 

4. “All UserGroup”を選択するとユーザーグループと関係なく iRASシステムに登録されたすべてのユーザーが表示され

ます。 

5. 登録されたユーザーを選択した後、他のユーザーグループへとマウスをドラッグ&ドロップして当該ユーザーのグルー

プを変更することができます。ユーザーグループ変更の際、モニタリンググループも同時に変更されます。 
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5.3  緊急録画 
 

ユーザーが映像監視中に手動で録画を開始または停止することができます。 

 

 監視映像が監視タブに見えない場合、緊急録画を行いません。例えば、緊急録画中、画面のレイアウトを変更し、緊急

録画中の映像が見えなくなった場合、該当映像に対する、緊急録画は中止されます。 

 

 
 

 全スペース: 緊急録画のために割り当てられた保存スペースの全体容量及び残りの容量を表示します。 

 録画時刻: 割り当てられた保存スペースに緊急録画された時刻を表示します。 

 上書: 上書きを使用するかどうかを表示します。 

 すべての録画データを削除: 緊急録画された映像をすべて削除します。 

 異常な録画のタイムテーブルを復元: 録画時にエラーが生じた場合、録画データと録画データのタイムテーブル情報が

一致しないことがあり、このためiRASプログラムのタイムテーブルが誤った情報を表示することがあります。この場合、

ボタンをクリックすると、タイムテーブル情報を復元し、正しい録画データを表示することができます。 

  ディスクの容量が一杯になった場合、録画されているデータの上書きを使用: 割り当てられたストレージが一杯にな

った場合、古いデータから削除され、新しいデータが録画されます。 

  緊急録画使用: 緊急録画を行うことができます。 

− ストレージ経路: 緊急録画のためのストレージフォルダーの経路を設定します。 

− 容量: 割り当てるストレージの容量を設定します(最小4GB~最大64GB)。 

 

緊急録画は次のように行われます。 
 

監視画面で録画する映像が表示されたカメラ画面を選択した後、カメラ画面の制御ツールバ

ーで  (緊急録画)ボタンをクリックします。該当カメラ画面の右上段に緊急録画OSD(オレン

ジ色 )が表示され、録画を開始します。  (緊急録画)ボタンを再びクリックすると録画が停

止します。 
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5.4  システム 
 

 
 

 言語: プログラム稼動時に使用する言語を選択します。変更された設定は次の実行の時から適用されます。 

  Windows開始時iRAS自動実行: Windows開始時にiRASプログラムを自動的に実行します。 

  ログイン通知のポップアップ: iRASプログラムにログインする時、ポップアップ画面を表示して通知をします。 

  Load user specific layout: iRASプログラム実行時に保存したユーザーレイアウトで表示できます。 

  Startup Full Screen: iRASプログラムを実行する時、全体画面に表示することができます。“Startup Full Screen”を

選択して“設定”をクッリクすると、パネルで各モニターの全体画面表示を設定することができます。 

 CPUの使用量ポップアップ: iRAS システムのCPUの使用量が設定した値を超える場合は警告メッセージが表示されます。 

 使用するプロセッサーの個数: iRASプログラム動作の時、使用するプロセッサーの個数を選びます。iRASプログラムに

対するCPU使用量の制限ができます。 

  プログラム起動時、自動ログイン: 以前接続した時のログイン情報を用いてiRASプログラム起動時、自動にログインし

ます。“自動ログイン時、最後監視セッション復元”を選択すると現在の監視パネルに以前の監視セッションを復元します。 

  自動: ログインの状態で設定した時間でマウスキーボードの入力がない場合、設定によりiRASプログラムが自動でロ

グアウトされるか、iRASシステムがロックされます。 

 日付/時間: 現在の日付と時間を表示します。 

 日付形式、時間形式: システムの日付及び時刻の表示形式を設定します。 

 スタート曜日: 一週間の最初の曜日を設定します。 
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5.5  画面分割 
 

 
 

 側面パネルの位置、マップサイドの位置、テキスト-インパネルの位置: 側面パネルの位置、マップパネルにおけるルート

マップリストの位置、テキスト-インパネルの位置を設定します。 

 監視のデフォルト値、再生の初期値、マップの初期値: 監視画面、再生画面及びマップ画面の基本画面分割を表示し、

“分割設定”ボタンをクリックして基本の画面分割を変更することができます。 

  選択されたカメラをベースとして画面分割を変更: 画面分割が変更される時、現在の画面で選択したカメラが変更さ

れる分割画面の最初のカメラ画面に位置します。 

  自動的にフォーマットの拡張: 接続されたカメラの台数に合わせて、分割画面を自動的に変更します。但し、カメラの

個数が減った場合は変更しません。 
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5.6  画面表示 
 

 
 

 画面表示OSD: カメラ画面でのOSD(On Screen Display)の表示方法及び表示するか否かを設定します。 

− 不透明度: スライドバーを用いて、OSDの不透明度を調整することができます。 

−  選択された枠なし: 監視または、再生の時、選択したカメラ画面の枠を表示しません。 

−  Selected Pane Title Bar Only: 監視または、再生の時、選択したカメラ画面のタイトルバーを表示します。 

− 監視、検索: 画面に表示されるOSD情報を設定します。 

  カメラ名: iRASプログラムで設定したカメラ名を表示します。 

  タイトルバー: カメラ画面の上段にタイトルを表示するエリアを区分します。 

  録画タイトル: 映像録画の際、設定されていたカメラのネームを表示します。 

  ステータスアイコン: ステータスOSDを表示します(  (オレンジ色): 緊急録画中、 : PTZ、 : カメラ順次監視、

: 映像拡大、 : リスニングまたはトーク)。 
 

 (オレンジ色): 緊急録画中 : PTZ : 映像拡大 : カメラ順次監視 

: リスニング : トーク : カラーコントロール機能使用(再生映像のみ対応) 

: イメージ効果機能使用 : ネットワークキーボードにより画面停止(監視映像のみ対応) 
 

  PTZ: PTZカメラ制御時、画面にPTZ制御ボタンを表示します。 

  日付、  時間: iRASシステム日付および時間を表示します。 

  イベント警告、イベント警告の継続時間: デバイスでイベントが発生すると、該当するカメラのタイトルバーを赤

色で表示します。イベント警告の表示は、イベント発生後に設定された“イベント警告の持続時間”が過ぎると解除

され、“手動で解除”に設定すると、該当するカメラ画面選択時に解除されます。 

  モーションブロック: デバイスで、モーション感知イベントが発生すると、モーションが感知されるエリアを画面上

に赤色のブロックで表示します(ネットワークビデオエンコーダーの場合にのみ対応)。 

  支店名: デバイス名を表示します。カメラ名とデバイス名が違う場合のみ表示されます。 

  顔感知: デバイスで顔感知イベントが発生すると、顔が感知されるエリアを画面上に表示します。 

  テキストインデバイス: デバイスにテキスト-インイベントが発生した場合、テキスト-イン情報を画面上に表示しま

す(1x1分割画面にのみ対応)。 

  メッセージ: スクリーンメッセージを表示します。スクリーンメッセージに関する詳しい内容は、“5.10 ネットワーク” 

(p. 34)部分を参照してください。 

− ポジション: 画面表示OSDの位置、OSDテキストの大きさ、OSDのスペースを変更することができます。 

 制御ツールバー: “不透明度”スライドバーを利用して、カメラ画面の制御ツールバーの不透明度を調整します。 
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カメラ名、ステータス 

アイコン、日付/連続録画 
イベント警告 モーションブロック 制御ツールバー 

 
 

5.7  映像設定 
 

 
 

 画面レート: 映像の出力レートを設定します。 

− 映像レートにあわせる: 映像のオリジナルレートで、カメラ画面のエリアに合わせて映像を出力します。 

− 画面に合わせる: 画面比率と関係なくカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。 

− 画面に合わせる(比率維持): 画面比率を維持したままでカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。但し、カメ

ラ画面のサイズによって映像の上下左右が切れることがあります。映像拡大やホットスポット、イベントスポット、モー

ションブロック表示、機能の動作時、該当カメラ画面については本画面レートに対応せず、代わりに“映像比率に合わ

せる”が適用されます。 

− 実際サイズ(×1): 映像の実際のサイズに出力します。 

 カラー・スペース: 画面で映像をディスプレイするためのカラー・スペースを選択します。カラー・スペースの設定に従って、

映像の色感やディスプレイ性能に差が出ることがあります。 

  ディインタレーシング: インタレーシングモードでエンコードされている映像の場合、モーションのある部分に発生する横

線やノイズを排除し、映像出力の品質を向上させます。希望するディインタレーシングフィルターを選択します。 

  ブロックノイズを排除: 拡大映像で発生する階段(ブロック)現象を排除し、画面上に表示される映像の出力品質を向上

させます。 

  映像処理速度優先: 映像出力時、画面上に表示される映像の出力品質より、ディスプレイ速度を優先して表示します。 

  高品質ビデオの縮小: 映像縮小時、画面に表示する映像の出力品質を維持します。 

  High-Quality Upscaling: 映像拡大時、画面に表示する映像の出力品質を維持します。 

  黒(ノイズ)縁を排除: 映像の端に出力される黒い縁(ノイズ)を排除します。 

  映像のティアリングを改善: モニターの遅い走査線速度によって発生する映像のティアリングを改善します(1×1画面

分割モードでのみ)。この場合、CPU使用量が増加することがあります。 
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  半透明ウインドウを使用しない: ウインドウ画面の透明な部分で瞬き現象が発生した場合、これを防止するために、

半透明ウインドウスタイルを使用しないように設定します。半透明のウィンドウスタイルを使わなければ制御ツールバー

をはじめとするウインドウ画面が不透明に表示されます。変更された設定は次の実行の時から適用されます。 

  デスクトップウィンドウマネージャー(DWM)を使用しない: ウィンドウズエアロ(Windows Aero)を実行させるデスクトッ

プウィンドウマネージャーを使用しないように設定します。モニターを何台も使用する場合、映像がストップする現象が生

じることがありますが、この際本機能を設定することをお勧めします。 

  マルチストリーミングの動的制御: 画面分割モードによって違うストリームを使用するように設定できます(ひとつ以上

のストリームが使っているデバイスのみ支援)。“自動”を選択するとiRASプログラムがその画面の分割モードに適当なス

トリームを自動に設定します。 

  双方向の帯域幅コントロール: 画面分割によってデバイスの解像度とフレーム速度を流動的に変更し、ネットワークの

帯域幅をコントロールします(1×1分割: 該当デバイスでサポートする最大解像度および転送速度、多分割: 各画面の分

割に適切なレベルに低くした解像度およびフレーム速度)。これにより、ネットワーク帯域幅を効率的に使うことによって

ネットワークの負荷によって起こるiRASシステムの性能低下を減らすことができます。本機能が動作するためにはデバ

イスにも該当機能が設定されていなければなりません。本機能は監視映像に対してのみ動作します。 

  ハードウェア加速使用 (実験的): iRASプログラムでハードウェアの加速を使用します。使用時にHDクラスの高画質

映像処理が向上します。本機能はユーザーのPCでハードウェアの加速を使用する場合にのみ対応します。 

 
 

5.8  レポート 
 

 
 

 1ページに出力されるログの数: 1ページに出力されるログの数を設定します(“デバイスログ”の場合、設定に関係なく

100個)。 

 動作状態: デバイス検査パネルでの状態更新間隔を設定します。“Use動作状態”の選択を解除すると動作状態パネル

が動作しなくなります。 
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5.9  リアルタイムのイベント 
 

 
 

  イベントパネル使用: ライブイベントリストが表示されるパネルを見せます。選択を解除すると、パネルを隠すこともで

きます。 

 時間範囲: リアルタイムのイベントのリストに表示される各イベント通知の表示期間を設定します(イベントのリストが100

個以下である場合に表示期間が過ぎてもイベント通知がリアルタイムのイベントリストから消えない)。 

 コラム: リアルタイムのイベントのリストに表示しようとする情報を選択します。 

 コールバックのポート: デバイスからコールバックメッセージを受信するためのポート番号を設定します。 

 ライブテキストイン時間範囲: テキストインイベント感知時、該当テキストインデータの表示期間を設定します。テキストイ

ンデータはテキストインイベント発生後、設定した時間範囲内でテキストインビューア画面で確認できます。テキストイン

ビューア画面に関する詳しい内容は、“6.3 カメラの制御、テキストイン ビューア” (p. 51)部分を参照してください。 

 イベントのサウンド: リアルタイムのイベントリストにイベント通知の時、オーディオを再生してサウンドを出力するように

設定します。希望するイベントを選択した後、  ボタンをクリックして出力するオーディオファイル(.wav)を設定します。 

 ボタンをクリックすると該当オーディオファイルを再生して、サウンドを確認することができます。 

 イベントスポット: リアルタイムのイベントリストにイベント通知の時そのイベントが発生したカメラ映像をイベントスポット

画面に表示します。 

− イベント監視期間: イベントスポット画面に表れる映像の持続時間を設定します。 

− 最小監視期間: 現在イベントが表示されている間に他のイベントが感知された場合、現在イベントに対するイベント監

視期間を設定します。設定された時間が過ぎてから他に感知されたイベントのカメラ映像を表示します。 
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5.10  ネットワーク 
 

 
 

  メガピクセル映像監視用バッファリング使用: メガピクセル映像を監視する際にバッファリングを使用して画面に映像

をより柔らかく出力することができます。ネットワーク環境により、バッファリングが遅延されたりリアルタイム感が落ちた

りする場合があります。この機能はデュアルコアCPU以上のPCで動作し、各監視パネルで最大4個のカメラに対して支

援します。 

 監視映像フレームなし検出期間: 映像フレームの転送をしたか、どうかを確認する間隔を設定します。設定した時間の間、

iRASシステムにデバイスの映像フレームが転送されない場合、該当カメラ画面にメッセージが表示されます。 

 連結解除メッセージ: デバイス連結が解除された場合に表示されるスクリーンメッセージ又はデバイス接続時にカメラの

状態が表示されるスクリーンメッセージの内容を変更できます。“設定”ボタンをクリックした後、各メッセージの横にある

チェックボックスを選択すると、該当メッセージの内容を変更することができます。 

 FEN: FEN(For Easy Network)機能を使用するデバイスがある場合、“  使用”を選択した後、デバイスが登録されてい

るFENサーバー情報を入力します。本設定が正しくない場合、FEN機能を使用するデバイスの登録及び接続はできま

せん。ただし、FEN機能を使用する際、デバイス及びiRASシステムのネットワーク接続タイプ(例: UDP Hole Punching、

Relay)によってVNC (Virtual Network Computing、仮想ネットワークコンピューティング)の遠隔接続には対応しない場合

があります。 

 RTP受信ポート範囲: RTPプロトコルを使用して映像を転送するデバイスが登録された場合、RTP受信ポート範囲を設

定します。ネットワークファイヤーウォールまたはイントラネットが特定UDP/RTPポート番号のみを許容するならば、該当

ポート番号に合わせてRTPポート範囲設定を変更しなければなりません。一般ストリーミングプログラムのポート番号と

衝突しないようにしてください。衝突が起こる場合、映像監視ができない場合があります。 

 損傷したレームは出力しない: RTPプロトコル使用時、ネットワーク環境によってフレームが損傷したり消失することがあ

ります。この場合、損傷したフレームを監視または再生パネルに表示するかどうかを設定します。 

 バッファリングのフレーム数: RTPプロトコルで使用するバッファリングのフレーム数を設定します。数字が大きくなれば

映像が切れる現象は減りますがリアルタイム感は落ちます。 

  ネットワークキーボード使用: ネットワークキーボードを使用してiRASプログラムを制御することができます。この時

iRASプログラムが使うポート番号を設定します。“マウスカーソル拡大”を選択すると、マウスカーソルのサイズが大きく

なります。 
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5.11 サイト 
 

 

 

  デバイスクループの展開 : 映像監視または再生の時、サイトリストにあるデバイスグループを展開して装置のリスト

を示します。 

  Show Disabled Devices: サイトリストで非活性化されたデバイスを表示したり隠します。 

 項目: 映像監視または再生の時、サイトリストにデバイスから支援する入/出力デバイスを表示したり隠します。 
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5.12  マップ 
 

 
 

  ライブポップアップ使用: ライブポップアップリストが表示されるパネルを見せます。選択を解除するとパネルを隠すこ

ともできます。 

  自動フォーカシング使用: 指定したイベント発生するとマップでそのイベントが発生したデバイス領域を拡大して表示し

ます。 

− フォーカシングイベント: 自動フォーカシングを行うイベントを指定します。 

− フォーカシング期間: 自動フォーカシングの持続時間を設定します。 

− フォーカシングの最小維持: 互いに違うデバイスでイベントが連続して感知される場合先に感知されたイベントに対し

て自動フォーカシングの持続時間を設定します。設定された時間が経ってから後で感知されたイベントに自動フォー

カシングが移動します。 

 拡大ファインダー: PIP画面を表示したり非表示にします。PIP画面の四角は拡大されたエリアを表示します。“自動”に設

定するとカンバスが拡大された場合のみPIP画面を表示します。 

 マップイベントスポット: イベント発生時そのイベントが発生したカメラ映像をマップイベントスポット画面に表示します。 

− イベント監視期間: マップイベントスポット画面に表れる映像の持続時間を設定します。 

− 最小監視期間: 現在イベントが表示されている間に他のイベントが感知される場合、現在のイベントに対するイベント

監視期間を設定します。設定された時間が経ってから後で感知されたイベントのカメラの映像を表示します。 

 インスタントビューアー: インスタントビューアーの持続時間を設定します。インスタントビューアーはマップでカメラをクリ

ックすると現れます。 

 
 

5.13  バックアップ/復元 
 

iRASプログラムの設定値を“.iexp”ファイルで保存したり、保存された設定値を読み込んで現在のiRASプログラムに適用す

ることができます。 
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第 6 章 — リアルタイム映像監視 
 

 

登録されたサイトのリアルタイム映像を監視することができます。iRASプログラムはデバイスでの設定に従って映像を受信

し、監視画面に表示します。 

 
 

6.1  映像監視 
 

リアルタイム映像監視は監視パネル(最大4つ)でサポートされます。パネルタブに監視タブがない場合、“システム”メニュー

で“新しいタブ”を選択した後、“監視”をクリックしてタブを追加します。 

 

 

 

 

パネルタブで監視タブをクリックします。 → “サイト”リストで接続するサイ

トを選択した後、監視画面にマウスでドラッグ&ドロップします。選択した

サイトのリアルタイム映像が画面に表示されます。現在監視しているカメ

ラ画面を選択した後、マウスでドラッグ&ドロップすると、接続を解除せず

に該当カメラ画面を監視画面の希望する位置に移動することができます。 

 

 1280×720以上の解像度の映像を2つ以上のカメラ画面で同時に監

視または再生する場合、iRASシステムの性能が大きく低下すること

があります。 
 

 

パネルのツールバー 

 

下段にあるパネルのツールバーを利用して監視パネルを制御することができます。 

 

 
 

  (ユーザーのレイアウト登録): 現在の画面の分割を保存します。 

  (画面分割): 画面分割を変更します。  ボタンをクリックしてより多様な画面分割

を選択することができます。  または  ボタンをクリックすると前または次のカメラグループに移動します。 

  (ホットスポット): 選択した画面をホットスポット画面に設定します。詳しい内容は、“ホットスポット設定” (p. 38)部分を

参照してください。 

  (イベントスポット): 選択した画面をイベントスポット画面に設定します。詳しい内容は、“イベントスポット設定” (p. 38)

部分を参照してください。 

  (マップイベントスポット): 選択した画面をマップイベントスポット画面に設定します。詳しい内容は、“マップイベントス

ポット設定” (p. 39)部分を参照してください。 

  (レイアウトの順次監視): レイアウトの順次監視を開始または停止します。詳しい内容は、“レイアウトの順次監視”  

(p. 40)部分を参照してください。 

  (その他メニュー): メニューが表示されます。 

− 遠隔地点パネル: フローティングされたパネル又は全体画面で地点リストを表示、または非表示することができます。

本機能は一部パネルのみ対応します。 
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− テキスト‐インパネル: テキスト‐インパネルを表示します。 

  (動画保存): 映像を保存することができます。 

− 静止画保存: 画面に出力された現在の映像を実際のサイズのイメージファイルで保存します。 

− イメージを保存/イメージ出力: 現在の画面に表示されたイメージを保存または印刷します。 

− パノラマスクリーン保存: 現在の画面に表示されたイメージを保存します。 

  (オーディオブロードキャスト): 現在の監視タブにある全てのデバイスにオーディをオブロードキャストします。 

 （NVR双方向オーディオ): NVR装置のオーディオを受信したり、NVR装置へオーディオを伝送したりします。 

  (緊急録画): 現在の監視タブにある全ての映像に対し緊急録画を行います。 

  (テキスト‐インパネル): テキスト‐インパネルを表示します。 テキスト‐インパネルは現在iRASシステムに接続されて

いるデバイスのテキスト‐インデータを表示します。テキスト‐インデバイスにカメラが連動されていて、連動されたカメラ

の映像が現在の監視タブに見える場合、カメラの画面にもテキスト‐インのデータを表示します。テキスト‐インのデー

タの表示期間は｢ライブテキスト‐イン時間範囲｣設定で変更できます。“ライブテキスト‐イン時間範囲”設定に関する詳

しい内容は“5.9 リアルタイムのイベント” (p. 33)の部分を参照してください。 
 
 

ホットスポット設定 

 

 iRASプログラムで“ホットスポット”とは現在の画面に表示されたカメラの映像の中で任意のカメラの映像を強調して監

視するために指定したカメラ画面を言います。ホットスポット画面には赤色の枠が表示されます。 

 

1. 現在監視している画面でホットスポット画面に設定するカメラ画面を選択します。 

2. 監視パネルの下段にあるツールバーで  (ホットスポット)ボタンをクリックすると選択したカメラ画面に接続されていた

既存の接続を解除します。ホットスポット画面には赤色の枠が表示されます。 

3. 画面で任意のカメラを選択すると、選択したカメラの映像がホットスポット画面に表示され、該当カメラを制御することが

できます。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 
 

イベントスポット設定 

 

 iRASシステムで“イベントスポット”とは、現在の画面に表示されたカメラ映像のうち、イベントが発生した映像を強調して

監視するために指定したカメラ画面を言います。イベントスポット画面には青色の枠が表示されます。 

 

1. 現在監視している画面でイベントスポット画面に設定するカメラ画面を選択します。 

2. 監視パネルの下段にあるツールバーで  (イベントスポット)ボタンをクリックすると、選択したカメラ画面に接続されて

いた既存の接続を解除します。イベントスポット画面には青色の枠が表示されます。 

3. 画面でイベントが発生すればイベントが発生したカメラの映像がイベントスポット画面に表示され、該当カメラを制御する

ことができます。 
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CAM3: 

イベントの発生 

 
 

 

 
 

マップイベントスポット設定 

 

 iRASシステムで“マップイベントスポット”とは、現在の画面に表示されたマップで、イベントが発生した映像を強調して監

視するために指定したカメラ画面を言います。マップイベントスポット画面には灰色の枠が表示されます。 

 

1. 現在監視している画面でマップイベントスポット画面に設定するカメラ画面を選択します。 

2. 監視パネルの下段にあるツールバーで  (マップイベントスポット)ボタンをクリックすると、選択したカメラ画面に接続さ

れていた既存の接続を解除します。マップイベントスポット画面には灰色の枠が表示されます。 

3. 画面でイベントが発生すればイベントが発生したカメラの映像がマップイベントスポット画面に表示され、該当カメラを制

御することができます。 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
[マップ]CAM3: 

イベントの発生 

 

 
 

 
 
 

レイアウトの監視 
 

多数のカメラの映像をあらかじめ設定されたレイアウトで監視することができます。レイアウトの監視をするためには、レイ

アウトが登録されていなければなりません。レイアウトの登録に関する詳しい内容は、次の説明を参照してください。 

 

 本ユーザーマニュアルで、“レイアウト”とは特定の分割画面に希望するカメラを配置して作った画面構成を言います。 

 

レイアウトリストで希望するレイアウトを選択した後、監視画面にマウスで

ドラッグ&ドロップします。該当するレイアウトに追加されたカメラの映像が

あらかじめ設定された分割画面で表示されます。 

 
 

レイアウトの登録 

 

1. “システム”メニューで“iRAS Setup”を選択した後、“デバイス”メニューを選択します。 

 

2. “サイト”パネルで“レイアウト”をクリックし、右側のサイトリストのパネルの下段にある  ボタンをクリックします。“レイア

ウトの追加”画面が表示されます。 
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 名前: レイアウト名を入力します。 

 共有: 該当レイアウトの共有範囲を選択します。“admin”ユーザーの場合、全てのレイアウトを見ることができます。 

− 公開: そのレイアウトを全てのユーザーに表示します。 

− グループ: 選択したグループに属しているユーザーのみに表示します。グループは“所有者” 項目で選択すること

ができます。 

− 個人: “所有者” 項目で選択したユーザーのみに表示します。 

 所有者: ユーザーによってレイアウトの異なる設定ができます。 該当レイアウトを見せるユーザー(グループ)を表示

したり選択します。 

 サイト: 登録されたデバイス、カメラまたはカメラの順次監視及びマップリストを表示します。  ボタンの横に検索語

を入力して登録されたデバイスまたはカメラの順次監視を検索することができます。検索語を入力すると、その結果

を表示します。 

 画面分割: 該当するレイアウトの画面分割を選択します。“サイト”リストでレイアウトに割り当てるデバイス、カメラま

たはカメラの順次監視を選択した後、レイアウト画面の希望する位置にマウスでドラッグ&ドロップします。 

  (削除): レイアウト画面で特定画面を選択した後ボタンをクリックすると、選択した画面に割り当てられたカメラを

レイアウト画面から削除します。 

  (ホットスポット): レイアウト画面で特定画面を選択した後ボタンをクリックすると、選択した画面をホットスポット画

面として設定します。 

  (イベントスポット): レイアウト画面で特定画面を選択した後ボタンをクリックすると、選択した画面をイベントスポッ

ト画面として設定します。 

  (マップイベントスポット): レイアウト画面で特定画面を選択した後ボタンをクリックすると、選択した画面をマップイ

ベントスポット画面として設定します。 

  (カメラの順次監視): レイアウト画面で特定画面を選択した後ボタンをクリックすると、カメラの順次監視を開始す

ることができ、該当する順次監視を選択した画面に割り当てます。 
 

“確認”ボタンをクリックしてレイアウトの追加を終了します。 
 
 

レイアウトの順次監視 
 

多数のカメラの映像をあらかじめ設定された2つ以上のレイアウトで順次監視することができます。レイアウトの順次監視を

行うためには、レイアウトの順次監視が登録されていなければなりません。順次監視レイアウトの追加に関する詳しい内容

は、次の説明を参照してください。 

 

 本ユーザーマニュアルで、“レイアウト”とは特定の分割画面に希望するカメラを配置して作った画面構成を言います。 
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1. レイアウトの順次監視リストで希望するレイアウトの順次監視を選択

した後、監視画面にマウスでドラッグ&ドロップします。該当するレイア

ウトの順次監視に登録したカメラ映像が順次各レイアウトの分割画面

に表示されます。 

 
 

2. パネルの下段にあるツールバーの  (レイアウトの順次監視)ボタンをクリックして、レイアウトの順次監視を停止した

り再開できます。 

 

 
 

例 

 

 

 

 
   

レイアウト1  レイアウト2 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
  

         

レイアウトの順次監視 

 

順次監視レイアウトの登録 

 

1. “システム”メニューで“iRAS Setup”を選択した後、“デバイス”メニューを選択します。 

 

2. “サイト”パネルで“レイアウトの順次監視”をクリックした後、右側のサイトリストのパネルの下段にある  ボタンをクリッ

クします。“順次監視レイアウトの追加”画面が表示されます。 

 

3. 順次監視するレイアウトが登録されていない場合、“レイアウトの追加”ボタンをクリックします。“レイアウトの追加”画面

が表示されたら“レイアウトの監視” (p. 39)部分を参照して順次監視するレイアウトを登録します。順次監視をするため

には2つ以上のレイアウトが登録されていなければなりません。 
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 名前: レイアウトの順次監視の名前を入力します。 

 共有: 該当レイアウトの順次監視の共有範囲を選択します。 “admin”ユーザーの場合、全てのレイアウトの順次監

視を見ることができます。 

− 公開: そのレイアウトを全てのユーザーに表示します。 

− グループ: 選択したグループに属しているユーザーのみに表示します。グループは“所有者” 項目で選択すること

ができます。 

− 個人: “所有者” 項目で選択したユーザーのみに表示します。 

 所有者: ユーザーによってレイアウトの順次監視の異なる設定ができます。 該当レイアウトの順次監視を見せるユ

ーザー(グループ)を表示したり選択します。 

 レイアウトリスト: 登録されたレイアウトリストを表示します。  ボタンの横に検索語を入力して登録されたレイアウト

を検索することができます。検索語を入力すると、その結果を表示します。 

 選択されたレイアウトの順次監視のリスト: レイアウトの順次監視のために登録されたレイアウトリストを表示します。

“持続時間(秒)”は各レイアウトが画面に表示される時間を示します。“持続時間(秒)”下の数字をダブルクリックすると、

該当レイアウトの持続時間を変更することができます。“全て適用”ボタンをクリックすると、設定された持続時間をリス

トにあるすべてのレイアウトに等しく適用します。 
 

“レイアウトリスト”でレイアウトを選択した後、  ボタンをクリックすると選択されたレイアウトが“選択されたレイアウトの

順次監視リスト”に追加されます。“確認”ボタンをクリックすると順次監視レイアウトの追加を終了します。 
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カメラの順次監視 
 

多数のカメラの映像を同一のカメラ画面で順次監視することができます。カメラの順次監視のためには、カメラの順次監視

が登録されていなければなりません。カメラの順次監視の登録に関する詳しい内容は、次の説明を参照してください。 

 

1. カメラの順次監視リストで、希望するカメラの順次監視を選択した後、

監視画面にマウスでドラッグ&ドロップします。該当カメラの順次監視

に登録したカメラ映像が画面に順次表示されます。 

 
 

2. カメラ画面の下段にあるコントロールツールバーの  (カメラの順次監視)ボタンをクリッ

クして、カメラの順次監視を中止したり再開することができます。 

 
 

カメラの順次監視の登録 

 

 

 

 
   

カメラ1  カメラ5 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
  

         

カメラの順次監視 
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カメラの順次監視の登録 

 

1. “システム”メニューで“iRAS Setup”を選択した後“デバイス”メニューを選択します。 
 

2. “サイト”パネルで“カメラの順次監視”をクリックした後、右側のサイトリストのパネルの下段にある  ボタンをクリックし

ます。“順次監視カメラの追加”画面が表示されます。 
 

  

 

 

 
 

 名前: カメラの順次監視の名前を入力します。 

 共有: 該当カメラの順次監視の共有範囲を選択します。“admin”ユーザーの場合、全てのカメラの順次監視を見る

ことができます。 

− 公開: そのレイアウトを全てのユーザーに表示します。 

− グループ: 選択したグループに属しているユーザーのみに表示します。グループは“所有者” 項目で選択すること

ができます。 

− 個人: “所有者” 項目で選択したユーザーのみに表示します。 

 所有者: ユーザーによってカメラの順次監視の異なる設定ができます。 該当カメラの順次監視を見せるユーザー

(グループ)を表示したり選択します。 

 機器リスト: 登録されたデバイスリストを表示します。  ボタンの横に検索語を入力して、登録されたデバイスを検

索することができます。検索語を入力すると、その結果を表示します。 

 選択されたカメラの順次監視のリスト: カメラの順次監視のために登録されたカメラリストを表示します。“持続時間(秒)”

は各カメラの映像が画面に表示される時間を表示します。“持続時間(秒)”下の数字をダブルクリックすると該当カメラ

映像の持続時間を変更することができます。“全て適用”ボタンをクリックすると、設定された持続時間をリストにある

すべてのカメラに等しく適用します。 
 

“デバイスリスト”でカメラを選択した後、  ボタンをクリックすると選択されたカメラが“選択されたカメラの順次監視のリ

スト”に追加されます。“確認”ボタンをクリックすると順次監視カメラの追加を終了します。 
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6.2  マップ監視 
 

登録されたデバイスのカメラ映像、イベント感知、接続された入/出力デバイスの状態をマップで監視することができます。マ

ップの順次監視のためには、管理サービスにマップが登録されていなければなりません。マップの登録に関する詳しい内容

は、“第 11 章 — マップエディター” (p. 77)部分を参照してください。 

 

マップ監視は監視パネル(最大4つ)及びマップパネルでサポートされます。パネルタブに監視またはマップタブがない場合、

“システム”メニューで“新しいタブ”を選択した後、“監視”または“マップ”をクリックしてタブを追加します。 

 

マップリストで、希望するマップを選択した後、監視画面にマウスでドラッ

グ&ドロップします。該当マップが画面に表示されます。現在監視してい

るマップを選択した後、マウスでドラッグ&ドロップすると、接続を解除せ

ずに該当マップを監視画面の希望する位置に移動することができます。

マップで入/出力デバイスを選択し、監視画面、再生パネルまたはデバ

イス状態パネルにマウスのドラック&ドロップするとそのデバイスの映像

を監視または再生したりデバイス状態を監視したりすることができます。 

 
 

 
 

マウスカーソルをマップの入/出力のデバイス上に位置させるとその入/出力デバイスのイベント感知および状態を表示しま

す。その入/出力デバイスでイベントが感知されたりデバイスが正しく動作しなかったりすると次のようなアイコンが出て、順

番に最高4つまで表示されます(デバイスの仕様及びバージョンによって一部イベントのアイコンがサポートされないことが

あります)。 
 

  アクセス失敗   イベント･オフ   異常作動   モーション感知 
  映像遮断   ビデオロス   テロ感知   映像分析感知 
  トリップ ゾ―ン   タンパ―リング   オーディオ感知   アラーム入力 

  アラーム出力    

 

イベント感知の場合その入/出力デバイスが接続されたデバイスでのイベント感知設定によって表示されます。また“異常作

動”の場合その入/出力が接続されたデバイスで設定したシステム検査設定によって表示されます。 

 

マップ登録時、状態のカラーを設定した場合、イベント感知および状態が固有の色で表示されます。同時に2つ以上のイベ

ントまたは状態が感知された場合、各イベントまたは状態のカラーが順次に表示されます。 
 

http://jpdic.daum.net/dicjp/search_detail_jpkor.do?q=%AB%C8%AB%EA%AB%C3%AB%D7&idx_id=71896&dictype=1
http://jpdic.daum.net/dicjp/search_detail_jpkor.do?q=%AB%BE%A1%AA%AB%F3&idx_id=57063&dictype=1
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経路順次監視 

 

マップを監視する時、マップに登録された多数のカメラの映像を同一のカメラ画面で順次監視することができます。経路順

次監視のためには、順次監視経路が設定されてある必要があります。順次監視経路設定に関する詳しい内容は、“11.2 

マップ設定、経路順次監視” (p. 80)部分を参照してください。 

 

マップで、順次監視経路を選択した後、監視画面にマウ

スでドラッグ&ドロップします。経路順次監視に連動され

たカメラの映像が設定された持続時間間画面に順次表

示されます。 

 
 
 

6.3  カメラの制御 
 

制御ツールバー及び画面のメニューを利用してカメラを制御することができます。 

 

制御ツールバー 

 

カメラ画面を選択した後、マウスのカーソルを該当するカメラ画面に動かすと、制御ツールバーが表示されます。制御ツー

ルバーを用いて選択したカメラを制御することができます。マウスのカーソルを各ボタンの上に動かすと該当するボタンの

ツールチップが表示されます。 

 

 

  (PTZ制御): カメラがPTZ制御機能をサポートしている場合、PTZを制御します。詳し

い内容は、“PTZ制御” (p. 48)部分を参照してください。 

  (魚眼映像の歪み補正): 魚眼カメラの映像の歪みを補正します。詳しい内容は、“魚

眼映像の歪み補正” (p. 49)部分を参照してください。 

  (色調整): 現在の映像の明暗、コントラスト、彩度、色彩を調整します。  ボタンをク

リックすると変更内容を全てキャンセルして元のイメージに戻ります。本設定はiRASプ

ログラムの映像だけでなく、デバイスの映像にも適用されます。 

  (イメージ効果): イメージに効果の処理ができます。詳しい内容は、“イメージ効果” (p. 

50)部分を参照してください。 

  (映像拡大): 映像を拡大します。詳しい内容は、“映像拡大” (p. 50)部分を参照してください。 

  (カメラの順次監視): カメラの順次監視を開始または停止します。詳しい内容は、“カメラの順次監視” (p. 43)部分を参

照してください。 

  /  (リスニング/トーク): デバイスのオーディオを受信するかデバイスにオーディオを送信します(両方向オーディオ対

応モデルに限る)。 

  (テキストインビューア): テキストインビューア画面を表示します(テキストインイベントが感知された場合のみ)。テキスト

インイベント感知の際、該当するカメラのタイトルバーを青色で表示します。詳しい内容は、“テキストイン ビューア” (p. 51)

部分を参照してください。 

 （簡単再生）: 録画情報のある区間に対して簡単再生機能を使用することができます。詳しい内容は、“簡単再生” (p. 

51)部分を参照してください。 

  (緊急録画): 緊急録画を開始または停止します。緊急録画中にはカメラ画面の右側上段に緊急録画アイコンを表示

します。 
 

 “緊急録画”とは、現在監視中の映像を手動で録画できるようにする機能です。 
 

  (Googleマップ): 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。詳しい内容は、“Googleマップ” (p. 52)部分を参

照してください。 

  (速度グレープ): 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。詳しい内容は、“速度グレープ” (p. 52)部分を参

照してください。 
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  (自動車情報): 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。詳しい内容は、“自動車情報” (p. 52)部分を参照

してください。 

 

監視画面のメニュー 

 

カメラ画面を選択した後、マウスの右ボタンをクリックすると、画面のメニューが表示されます。画面のメニューを用いて選択

したカメラを制御することができます。 

 

 

 Fisheye Dewarping: 魚眼カメラの映像の歪みを補正します。 詳しい内容は、“魚

眼映像の歪み補正” (p. 49)部分を参照してください。 

 Instant Playback: 録画情報のある区間に対して簡単再生機能を使用することが

できます。詳しい内容は、“簡単再生” (p. 51)部分を参照してください。 

 PTZ制御、色調整、映像拡大、リスニング、トーク、緊急録画: 制御ツールバーの該

当ボタンをクリックするのと同じように動作します。詳しい内容は、“制御ツールバー” 

(p. 46)部分を参照してください。 

 映像補正: イメージに効果の処理ができます。詳しい内容は、“イメージ効果” (p. 50)

部分を参照してください。 

 アラーム・アウト: アラーム出力を作動と解除します。 

 テキストインビューア: テキストインビューア画面を表示します(テキストインイベント

が感知された場合にのみ)。テキストインイベント感知の際、該当するカメラのタイト

ルバーを青色で表示します。詳しい内容は、“テキストイン ビューア” (p. 51)部分を

参照してください。 

 リスニング/トーク: デバイスのオーディオを受信するかデバイスにオーディオを送

信します。 

 NVR聞く/話す: NVR装置のオーディオを受信したり、NVR装置へオーディオを伝

送したりします。 

 オーディオブロードキャスト: 現在の監視タブにある全てのデバイスにオーディをオ

ブロードキャストします。 

 マルチストリーム: 該当するデバイスでリアルタイム監視映像に対してマルチストリ

ームモードが設定されている場合、希望するストリームを選択することができます。 

 ホットスポット: 選択したカメラ画面をホットスポット画面に設定します。詳しい内容

は、“6.1 映像監視、ホットスポット設定” (p. 38)部分を参照してください。 

 イベントスポット: 選択したカメラ画面をイベントスポット画面に設定します。詳しい

内容は、“6.1 映像監視、イベントスポット設定” (p. 38)部分を参照してください。 
 

 マップイベントスポット: 選択したカメラ画面をマップイベントスポット画面に設定します。詳しい内容は、“6.1 映像監視、

マップイベントスポット設定” (p. 39)部分を参照してください。 

 モーション感知エリア出力: 選択したカメラでモーション感知イベントが発生する場合、モーションが感知されるエリアを

画面上に赤色のブロックで表示します(ネットワークビデオエンコーダーの場合にのみ対応)。 

 顔検出表示: 選択されたカメラから、顔感知イベントが発生した際、顔が感知される領域を画面上に表示します。 

 画面レート: 映像の出力レートを設定します。 

− 画面に合わせる: 画面比率と関係なくカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。 

− 画面に合わせる(比率維持): 画面比率を維持したままでカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。但し、カメ

ラ画面のサイズによって映像の上下左右が切れることがあります。映像拡大やホットスポット、イベントスポット、モー

ションブロック表示、機能の動作時、該当カメラ画面については本画面レートに対応せず、代わりに“映像比率に合わ

せる”が適用されます。 

− 映像レートにあわせる: 映像のオリジナルレートにカメラ画面のエリアをあわせて映像を出力します。 

− 半分サイズ(×0.5)~4倍サイズ(×4): 映像のオリジナルサイズを基準にして該当メニューで指定したサイズにカメラ画面

に映像を出力します。例えば、“実際のサイズ(×1)”を選ぶと、オリジナル映像の実際のサイズで出力します。カメラ画

面が該当サイズで映像を出力できるほどエリアが確保された場合にのみメニューが活性化されます。 

 静止画保存: 画面に出力された現在の映像を実際のサイズのイメージファイルで保存します。 

 削除: 現在の接続を解除します。 
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PTZ制御 
 

制御ツールバーで  (PTZ制御)ボタンをクリックすると、PTZ制御ツールバーが表示され、各ボタンを用いてPTZを制御す

ることができます。PTZカメラのモデルによっては一部の機能は動作しないことがあります。 
 

 

  (PTZ制御):  (PTZ制御パネル)を表示したり非表示にします。PTZ制御パネルの矢印

ボタンをクリックするか、カメラ画面上でマウスをドラッグしてPTZカメラの方向を調整します。 
  (ワンクリック移動): 映像においてユーザーが指定した位置が中央に来るようPan-Tiltを

制御することができます。(ネットワークカメラの一部モデル接続時に限る) 
  (映像拡大/縮小): 現在の映像を拡大または縮小します。 

  (焦点を遠/近): 遠くまたは近くにある映像にカメラの焦点をあわせます。 

  (しぼりを開く/閉じる): カメラレンズのしぼりを開いたり閉じます。 

  (プリセット設定/表示): 該当機能に対する内容は“PTZプリセット制御” (p. 48)部分を参照してください。 

  (自動焦点): 映像が拡大または縮小されカメラの焦点がぼけた場合、ボタンをクリックすると焦点を自動的に調整し

ます(ネットワークカメラの一部モデル接続時に限る)。 

  (詳細メニュー): 詳細メニュー画面が表示され、該当カメラがサポートする拡張機能を制御することができます。各拡

張機能に関する詳しい内容は、該当PTZカメラのユーザーマニュアルを参照してください。 

  (閉じる): PTZモードを終了して制御ツールバーに移動します。 

 

PTZプリセット制御 

 

カメラの位置を“プリセット”で保存し、カメラを保存された位置にすぐ移動することができます。 

 

1. カメラ画面でPTZカメラの方向を希望する位置に移動させます。 

 

2. PTZ制御ツールバーで  (プリセット設定)ボタンをクリックすると、“プリセット設定”画面が表

示されます。プリセットタイトルを入力した後“確認”ボタンをクリックすると現在位置が、入力

されたプリセットタイトルで保存されます。 

 
 

3. PTZ制御ツールバーで  (プリセット表示)ボタンをクリックすると“プリセット表示”画面が表

示されます。希望するプリセットを選択すると、PTZカメラの方向が該当プリセットの位置に

移動します。 

 
 

PTZ 速度基盤制御 

 

特定の方向に制限されずより精密に Pan、Tilt、Zoom 動作を制御することができます。 

 

 本機能は一部のカメラでのみ対応しています。 
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Pan、Tilt、Zoom 動作を実行します。マウスをドラッグする際、マウスカ

ーソルのドラッグ量が動作速度を決定します。 

 マウス左ボタンでドラッグ: 左/右 (Pan 制御)、上/下 (Tilt 制御) 

 マウス右ボタンでドラッグ: Zoom 制御  

 

PTZ ワンクリック移動制御 

 

映像においてユーザーが指定した位置が中央に来るよう Pan-Tilt を制御することができます。最小限の入力でユーザー

が望む位置に正確に移動することができます。 

 

 本機能は一部のカメラでのみ対応しています。 

 

 

制御ツールバーから  (ワンクリック移動)ボタンをクリックし、

PTZ 監視カメラペインの任意のポイントをクリックすると希望す

る位置に移動することができます。マウスドラッグすると、当該

ポイントの映像が拡大表示されます。 

 
 

魚眼映像の歪み補正 
 

コントロールツールバーから  (魚眼映像の歪み補正) ボタンをクリックすると魚眼映像の歪み補正コントロールツールバ

ーが表示され、各ボタンを利用して歪み補正機能を制御することができます。魚眼映像カメラのマウントの種類は、装置に

設定されたマウントの種類が基本値として設定されます。 

 

 

  (マウントの種類): カメラの設置位置を設定します。この設定により

設定可能な画面形態が変わります。 

  (イメージ比率): 映像出力画面の比率を設定します。  

  (レイアウト): メインビュー、メイン +  1~7  ペインビューモードを設定

します。 

  (パノラマ): 映像のパノラマビューモードを設定します。 

  (選択モード): メインビュー映像からドラッグ&ドロップして領域を指

定します。 

  (スポットモード): メインビュー映像に表示された歪み補正ファインダ

ーを使って関心領域を移動、選択します。 

  (ドラッグアンドドロップ): メインビューとカメラペインを移動またはコピ

ーすることができます。 

  (メイン PiP): メインビュー映像内部の領域指定を容易にする PIPビューを実行します。 
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  (ePTZ): Pan、Tilt、Zoom 動作を実行します。マウスをドラッグする際、マウスカーソルのドラッグ量が動作速度を

決定します。 

− マウス左ボタンでドラッグ: 左/右 (Pan 制御)、上/下 (Tilt 制御) 

− マウス右ボタンでドラッグ: Zoom 制御 

  (自動回転): 自動で回転するように設定します。+、-は方向を決定し、数字は速度を決定します。 

  (プリセット適用/保存): 保存された魚眼映像制御プリセットを読み込み、現在の魚眼映像制御をプリセットとして

保存します。 

  (復元): 変更事項を全てキャンセルして、元のイメージに復元します。 
 
 

映像拡大 
 

制御ツールバーで  (映像拡大)ボタンをクリックすると、現在の映像を拡大することができます。 

 

 “PIP”とは“Picture in Picture”の略語で、画面内に表示される小さい画面を言います。 

 

 

  (スライドバー): 拡大倍率を調整します。マウスホイールを用いて拡大

倍率を調整することもできます。 
  (実際のサイズを表示): 実際サイズ拡大モードに入ります。実際サイズ拡大モードでは、

カメラ画面のサイズまたは映像の拡大レートとは関係なく映像の実際のサイズを基準に

して映像が拡大されます。 
  (拡大ファインダー): PIP画面を表示したり非表示にします。PIP画面の四角は拡大され

たエリアを表示します。 

 
 

イメージ効果 
 

制御ツールバーで  (イメージ効果)ボタンをクリックすると、イメージ効果の制御ツールバーが表示され、各ボタンを用い

てイメージに効果を与えることができます。本設定はiRASプログラムの映像にのみ適用され、デバイスの映像には適用さ

れません。 

 

 
 

  (ソフト): 映像をソフトにします。 

  (鮮明): 映像を鮮明にします。 

  (高域増強): 明度及び鮮明度を増加させて映像をはっきりさせます。 

  (ヒストグラムの平準化): 明度を均等に調整して映像を自然にします。 

  (境界線の検出): 映像の輪郭を抽出します。 

  (復元): 変更事項を全てキャンセルして、元のイメージに復元します 
 
 



遠隔管理ソフトウェア(iRAS) 

 

 

51 

簡単再生 
 

録画情報のある区間に対して簡単再生機能を使用することができます。コントロールツールバー （簡単再生）のボタン

をクリックした後、ポップアップメニューの再生時間を選択します。   

 
 

 
 

 

 画面上にマウスを位置させると、終了、ブックマーク、再生、前後

移動ボタンを使用することができます。 

 

 

 再生の進行状況はカメラのタイトルバーに表示されます。 

 カメラタイトルバーの下部に表示される逆三角形のイメージをクリ

ックすると、サムネイルイメージが表示されます。サムネイルイメー

ジが活性化されている場合、カメラのタイトルバーの上にマウスを

移動させると、当該地点のイメージが表示されます。 

 カメラのタイトルバーの特定の位置をクリックすると、当該地点に

移動します。 

 
 

テキストイン ビューア 
 

制御ツールバーで  (テキストインビューア)ボタンをクリックすると、テキストインビューア画面が表示され、テキストインデ

ータをリアルタイムで確認できます(テキストインイベントが感知された場合のみ)。テキストインイベント感知の際、該当する

カメラのタイトルバーを青色で表示します。 
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テキストインビューア画面のタイトルバーをクリックす

ると、テキストインのポップアップメニューが表示され

ます。 

 

 タブを集める: それぞれのテキストインビューア画面を一つのパネルに集めます。 

 名前を付けて保存: テキストインデータをテキストファイル(.txt)で保存します。 

 時間範囲: テキストインイベント感知の際、該当テキストインデータの表示期間を設定します。テキストインデータはテキ

ストインイベント発生後、設定した時間範囲内でテキストインビューア画面を通じて確認できます。 
 
 

Googleマップ 
 

 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。 

 

制御ツールバーで  (Googleマップ)ボタンをクリックすると、Googleマップパネルを表示します。 
 

 

映像がGPS情報を持っている場合、Googleマップ上で、該当映像の自動車の位置( )及び

進行方向( )を表示します。“マップ”を表示,“衛星”を表示(“地形”表示する/しない)はGoogle

マップから、支援する機能です。 
 

 車の位置及び進行方向を確認する際、該当時点の自動車が速度グレープパネルに連

動して表示されます。 

 
 

速度グレープ 
 

 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。 

 

制御ツールバーで  (速度グレープ)ボタンをクリックすると、速度グレープパネルを表示します。 
 

 

映像がGPS情報を持っている場合、速度グレープ上で、該当映像の自動車スピードを表示

します。車の速度がグレープの中央に表示されます。また、中央の赤い縦線は現在の位置

を表します。 
 

速度グレープパネルから、マウスの右ボタンをクリックする場合、グレープの形式、単位、

GPS情報出力、高品質出力などが設定できます。 

 

 自動車速度を確認する際、該当時点の自動車位置及び進行方向がGoogleマップパネルに連動して表示されます。 
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自動車情報 
 

 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。 

 

制御ツールバーで  (自動車情報)ボタンをクリックすると、自動車情報パネルを表示します。 

 

 

映像が車の情報を持っている場合、該当映像の自動車情報を表示します。 

 
 

6.4  マップの制御 
 

制御ツールバー及び画面のメニューを利用してマップを制御することができます。 

 

マップ制御ツールバー 

 

マップを選択した後、マウスのカーソルを該当するマップに動かすと、制御ツールバーが表示されます。制御ツールバーを

用いて選択したマップを制御することができます。マウスのカーソルを各ボタンの上に動かすと該当するボタンのツールチ

ップが表示されます。 

 

 

   (以前のマップ、次のマップ): 現在マップにリンクされているマップに移動したかマッ

プリストでマップを選択して現在のマップの画面にドラック&ドロップして他のマップへの接

続が行われた場合、以前または次に接続されたマップに移動します。 

  (自動フォーカシング): 指定したイベント発生するとマップでそのイベントが発生したデ

バイス領域を拡大して表示します。異なるデバイスでイベントが同時に発生する場合、その

デバイスがすべて見える範囲内でカンバスを拡大します。異なるデバイスでイベントが連

続して感知される場合、設定された時間が経ってから後で感知されたイベントに自動フォー

カシングが移動します。自動フォーカシングの設定に関する内容は“5.12 マップ” (p. 36)

部分を参照してください。 

  (フォーカシングイベント: 自動フォーカシングを行うイベントを指定します。 

  (実際のサイズ): カンバスの実際の大きさでマップを見せます。 

  (拡大ファインダー): PIP画面を表示したり非表示にします。PIP画面の四角は拡大されたエリアを表示します。“自動”

に設定するとカンバスが拡大された場合のみPIP画面を表示します。 

  (拡大スライダー): カンバスの拡大倍率をを設定します。 
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例 

 

 拡大ファインダー: “オフ”に設定された場合 
 

マップ監視  イベントの発生  自動フォーカシング 
     

  

 

 

 

 
 

 拡大ファインダー: “自動”または“オン”に設定された場合 
 

マップ監視  イベントの発生  自動フォーカシング 
     

  

 

 

 

 
 

マップ画面のメニュー 

 

マップ画面を選択した後、マウスの右ボタンをクリックすると、画面のメニューが表示されます。画面のメニューを用いて選

択したマップを制御することができます。 
 

 

 以前へ、次へ、自動フォーカシング、1倍サイズ (x1)、拡大ファインダー、ズームイン: 制

御ツールバーの該当ボタンをクリックするのと同じように動作します。詳しい内容は、“マ

ップ制御ツールバー” (p. 53)部分を参照してください。 

 マップリスト: 以前または以後に接続されたマップのリストを表示します。リストでマップを

選択するとそのマップに移動します。 

 リロード: 現在のマップの接続を更新します。 

 フォーカシングイベント、フォーカシング期間: 自動フォーカシングのフォーカシングイベン

トおよびフォーカシング期間を設定します。“5.12 マップ” (p. 36)部分を参照してください。 

 静止画保存: 画面に出力された現在の映像を実際のサイズのイメージファイルで保存し

ます。 

 削除: 現在の接続を解除します。 
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ライブポップアップ 
 

マップ監視時イベントが感知されたカメラのリアルタイム映像が監視できます。イベント感知時に“マップエディター”での設定

(イベント動作中の“ライブポップアップ”)によってポップアップ画面が表示されます。ライブポップアップリストにはiRASプログ

ラムで表示されたライブポップ画面のリストが表示されます。 

 

ポップアップ画面 

 

 

画面を選択した後、マウスのカーソルを該当画面にあてるとコントロール

ツールバーが表示されます。コントロールツールバーを利用して該当カ

メラをコントロールすることができます。マウスのカーソルを各ボタンの上

にあてると該当ボタンのツールチップが表示されます。コントロールツー

ルバーボタンに関する詳しい内容は、“6.3 カメラの制御、制御ツールバ

ー” (p. 46)部分を参照してください。 
 

ポップアップ画面でマウスを右クリックすると、ポップアップ画面のメニュ

ーが表示されます。メニューを利用してポップアップ画面設定を変更す

ることや該当カメラをコントロールすることができます。カメラコントロール

メニューの場合、監視画面メニューの機能と同一です。詳しい内容は、

“6.3 カメラの制御、監視画面のメニュー” (p. 47)部分を参照してください。 

 

ライブポップアップリスト 

 

 

 

右上にある矢印ボタンをクリックすると、ライブポップアップメニュ

ーが表示されます。メニューを利用してポップアップ画面の設定

を変更することができます。 

 

 レイアウト: ポップアップ画面の画面分割を選択します。 

 モニター: デュアルモニターを使用する場合、ポップアップ画面を出力するモニターを選択します。 

 ライブポップアップ無視: 時間を選択すれば、“マップエディター”での設定(イベント動作中の“ライブポップアップ”の持続

時間)と関係なく、選択した時間中にはライブポップアップが動作しません。 

 タイムアウト解除: 設定されたポップアップ画面の持続時間に関係なく、ポップアップ画面を手動で閉じるときに選択します。 

 すべて削除: すべてのリストを削除します。 

 

http://dic.daum.net/word/view.do?wordid=jkw000084627&q=%EB%9D%BC%EC%9D%B4%EB%B8%8C
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第 7 章 — 録画映像再生及び動画で保存 
 

 

録画映像を検索して再生したりUSB保存デバイスに動画ファイルで保存することができます。 

 
 

7.1  録画映像再生 
 

1. デバイス及びiRASシステムに録画された映像再生及び動画で保存は再生パネル(最大4つ)でサポートします。パネル

タブに再生タブがない場合、“システム”メニューで“新しいタブ”を選択した後、“再生”をクリックしてタブを追加します。 
 

 

 

 

2. パネルタブで再生タブをクリックします。 → “サイト”リストで接続する

サイトを選択した後、再生画面にマウスでドラッグ&ドロップします。

各カメラの録画映像が画面に表示されます。現在再生しているカメラ

画面を選択した後、マウスでドラッグ&ドロップすると、再生を停止せ

ず該当カメラ画面を再生画面の希望する位置に移動することができ

ます。 
 

レイアウトが登録されている場合、レイアウトリストで希望するレイア

ウトを選択した後、再生画面にドラッグ&ドロップして該当するレイアウ

トに映像を再生することができます。レイアウトの登録に関する詳しい

内容は、“6.1 映像監視、レイアウトの監視、レイアウトの登録” (p. 39)

部分を参照してください。 

 

 

 1280×720以上の解像度の映像を2つ以上のカメラ画面で同時に監視または再生する場合、iRASシステムの性能が

大きく低下することがあります。 

 本ユーザーマニュアルで、“レイアウト”とは特定の分割画面に希望するカメラを配置して作った画面構成を言います。 

 

3. パネルのツールバー、タイムテーブル、制御ツールバー及び画面のメニューを用いて録画映像を再生します。 

 

パネルのツールバー 

 

パネルの下段にあるツールバーを用いて録画映像を検索して該当する映像を再生することができます。 

 

 連結されたデバイスのモデル及びバージョンによってツールバーが異なることがあり、一部の機能がサポートされない

場合もあります。 

 

 
 

または 
 

 
 

  /  (イベント検索/タイムラプス検索): イベント検索とタイムラプス検索の検索モードを変更します。詳しい内容は、

“タイムテーブル/イベントリスト” (p. 59)部分を参照してください。 
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  (検索条件): イベント検索のための検索条件を設定します。検索条件に関する詳しい内容は、DVRの使用マニュアル

を参照してください。 

  (カレンダー): 特定日の映像を検索します。日付を選択すると、タイムテーブルに該当日の録画データが表示されます。

カレンダーに録画映像がある日は活性化されて表示されます。 

  (時間移動): 特定時点の映像を検索します。 

− 時間移動: 時間設定画面が表示されると、録画映像の時間を入力し、該当する時間の映像に移動します。“Load 

Adjacent Frame“を選択すると、該当の時間に映像がない場合、一番近い時間の映像に移動します。 

− 最初に移動: タイムテーブルに表示された録画データの中で最初に録画された映像に移動します。 

− 最後に移動: タイムテーブルに表示された録画データの中で最後に録画された映像に移動します。 

  (その他メニュー): メニューが表示されます。 

− データソース: 検索する録画画像の位置を選択します。 

 ローカル検索: DVRのメイン保存装置の録画画像を検索します。 

 アーカイブ検索: DVRのアーカイブ保存装置の録画画像を検索します。 

 外付け検索: DVRにつながっている他のシステムで録画された保存デバイスの録画映像を検索します。仕様及び、

バージョンにより、使用できない場合があります。 

− Overwrite Protection: デバイスで上書き保護が設定された録画映像を確認することができます。 

− ブックマーク追加: 録画映像のブックマークが可能です。 

− 遠隔地点パネル: フローティングされたパネル又は全体画面で地点リストを表示、または非表示することができます。

本機能は一部パネルのみ対応します。 

− セグメント選択: DVRの時間が過去に変更され、時間重複現象により、同一時間帯に一つ以上の映像が存在する場

合、望みの区間を選択します(時間単位のタイムテーブルを提供するDVRの場合にのみ対応)。 

  (動画の保存): 録画映像を専用ビューアーファイル(.exe)またはAVIファイル(.avi)で保存します。詳しい内容は、“7.2

録画映像を動画で保存” (p. 64)部分を参照してください。 

− 静止画保存: 画面に出力された現在の映像を実際のサイズのイメージファイルで保存します。 

− イメージを保存/イメージ出力: 現在の画面に表示されたイメージを保存または印刷します。 

− パノラマスクリーン保存: 現在の画面に表示されたイメージを保存します。 

  (ブックマーク): 録画映像のブックマークや、再生したり除去することができます。 

  (再生中のイベント): 録画映像の再生時にイベント録画映像があると、該当イベントのリストを表示します。イベントリ

ストでイベントをダブルクリックすると、該当イベントの録画映像が表示されます。 

  (モーションの停止映像): イベントベース録画(イベント及びプリイベント)中に録画された映像の停止映像を再生パネ

ルに表示します。詳しい内容は、“モーションイベントの停止映像” (p. 61)部分を参照してください。 

  (テキスト‐インパネル): テキスト‐インパネルを表示します。 テキスト‐インパネルは現在iRASシステムに接続されて

いるデバイスのテキスト‐インデータを表示します。テキスト‐インデバイスにカメラが連動されていて、連動されたカメラ

の映像が現在の監視タブに見える場合、カメラの画面にもテキスト‐インのデータを表示します。テキスト‐インのデー

タの表示期間は｢ライブテキスト‐イン時間範囲｣設定で変更できます。｢ライブテキスト‐イン時間範囲｣設定に関する詳

しい内容は｢5.9 リアルタイムのイベント｣ (p. 33) の部分を参照してください。 

  (ステップ再生): フレームまたは時間単位で前または次の映像に移動します。  および  ボタンの間にある矢印

をクリックして映像の移動間隔を設定することができます。 

  /  (高速逆再生/高速再生): 録画映像を高速で逆再生または再生します。 

  /  (停止/再生): 選択したデバイスの録画映像再生を中止または開始します。 

  (ジョグシャトル): 再生方法および速度を調整することができます。ジョグシャトルの縦線は現在の再生方

向及び速度を示します。縦線が中央から左にあると、映像を逆再生し、右側にあると正再生します。中央から遠いほど

再生速度が速くなります。縦線をクリックしてジョグシャトルの希望する位置にマウスでドラッグした後、マウスのボタンを

そのまま押していると、該当する速度で映像を再生します。マウスボタンから手を離すと、縦線が中央に戻り、  (再生)

ボタンをクリックすると一倍速で映像を再生します。  (ロック)ボタンをクリックした後、縦線をドラッグ＆ドロップすると、

移動した位置に縦線を固定させます。 

  (ジョグシャトル): 再生速度を調整することができます。ジョグシャトルの縦線は現在の再生速度を

示します。 

  /  (再生 (タブ)/一時停止 (タブ)): 現在の画面に表示されたすべての録画映像再生を中止または開始します。 

  (ユーザーのレイアウト登録): 現在の画面の分割を保存します。 

  (画面分割): 画面分割を変更します。  ボタンをクリックしてより多様な画面分割を

選択することができます。  または  ボタンをクリックすると前または次のカメラグループに移動します。 
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タイムテーブル/イベントリスト 

 

 タイムラプス検索モード: タイムラプス検索モードの場合、画面の下段にあるタイムテーブルはカメラ別の録画情報を表

示します。タイムテーブルの右上段にある  ボタンをクリックすると、画面にあるすべてのカメラの録画情報を表示し、

 ボタンをクリックすると再生画面から選択したカメラの録画情報のみを表示します。 
 

 
 

 接続されたデバイスのモデルによって、タイムテーブルが異なることがあります。 

 

① 現在の再生日 / 時間: タイムテーブルで映像の現在の再生時点を表示しします。 

② 録画期間: 録画映像の日付及び時間区間を表示します。任意の位置をクリックした後、左側または右側にドラッグする

と、以前または以後の日付及び時間に移動します。キーボードのCtrlキーを押したまま、マウスホイールを動かすと時間

区間を拡大して表示することができます。 

③ カメラ名: カメラの名前を表示します。 

④ 録画データ: 録画情報を分単位または 時間単位で表示します(デバイスによって異なる)。 

 分単位タイムテーブル(一部のDVRモデルを除いた全てのデバイス) 

− 赤色の縦線: タイムテーブルで映像の現在の再生時点を表示します。マウスで望みの時間をクリックすると、該当

時間帯の最初の録画映像が表示されます。 

− 黄色の区分線: 時間重複現象が発生した場合、セグメントを区分します。その場合、タイムテーブルで右側に表示

されるほど最新のデータです。“再生”パネルの  (カレンダー)ボタンをクリックすると、望みのセグメントにすぐ移動

できます(  (カレンダー) → 日付選択 → 望みのセグメント選択: 該当セグメントの最初の録画映像が画面に出力)。 

− バーの色: 録画モードを表示します(タイムラプス録画 – 青色、イベント録画 – 紫色、プリイベント録画 – 黄色、イベン

トとプリイベント - ピンク、緊急録画 – 赤色、デバイス接続の一時中断による非正常録画 – 緑色)。 

 時間単位タイムテーブル(一部のDVRモデル) 

− 黄色のバー: タイムテーブルで映像の現在の再生時点を表示しします。 

− ピンク色のバー / 灰色のバー: 時間重複現象が発生した場合、現在の画面に出力された映像のセグメントはピン

ク色のバーで、現在の画面に出力されていない映像のセグメントは灰色のバーで表示されます。灰色のバーで表

示されたセグメントの映像は再生できません。“再生”パネルの  (その他メニュー)ボタンをクリックして画面に出力

するセグメントを変更できます(  (その他メニュー) → “セグメント選択”メニュー → 望みのセグメント選択: 選択セ

グメントの最初の録画映像が画面に出力)。 

 

 iRASシステムまたはデバイスの時間が過去に変更されて録画された場合、同一の時間帯に一つ以上の録画映像が存

在する可能性があります(時間重複現象)。この場合、重なった時間の録画映像はセグメントを区分して再生する必要が

あります。 
 

例えば、1時より5時までの録画映像が存在する場合、使用者が

システム時間を5時より3時に変更してから6時まで録画を行うと

3時より5時までの録画映像が二つ存在することになります。この

場合に3時より5時までの時間帯には二つのセグメントは発生し

ます。  

 

 イベント検索モード: イベント検索モードの場合、画面下段にイベントリストが表示されます。SD (SDHC)メモリーカード

検索時にはSD (SDHC)メモリーカードの録画機能が設定されている間に発生したイベントのみが検索されます。 
 

 
 

 

イベント録画映像がある場合、リストでイベントをクリックすると、画面に該当イベントの録画映像が表示されます。イベ

ントリスト右上の  ボタンをクリックすると次の結果が表示されます。  ボタンをクリックして時間を設定すると、イ

ベント選択時に、イベント時間より設定された時間の分だけ以前の録画映像に移動します。 
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制御ツールバー 
 

カメラ画面を選択した後、マウスのカーソルを該当カメラ画面に動かすと、制御ツールバーが表示されます。マウスのカー

ソルを各ボタンの上に動かすと、該当するボタンのツールチップが表示されます。 
 

 

  (オブジェクト/モーション 検索): デバイスの録画映像またはiRASシステムの緊急録画

映像で、オブジェクトまたはモーションの変化が検索できます。詳しい内容は、“オブジェク

ト/モーション検索” (p. 62)部分を参照してください。 

  (映像拡大): 現在の映像を拡大します。詳しい内容は、“映像拡大” (p. 62)部分を参照

してください。 

  (色調整): 現在の映像の明暗、コントラスト、彩度、色彩を調整します。  ボタンをクリ

ックすると、変更内容をすべてキャンセルして元のイメージに復戻ります。この設定は録画

映像には適用されません。 
 

  (イメージ効果): イメージに効果を与えます。詳しい内容は、“イメージ効果” (p. 55)部分を参照してください。 

  (オーディオ再生): オーディオが録音された場合、映像再生時に録音されたオーディオが一緒に再生されます(1×1分

割画面でのみ支援)。 

  (Googleマップ): 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。詳しい内容は、“Googleマップ” (p. 63)部分を参

照してください。 

  (速度グレープ): 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。詳しい内容は、“速度グレープ” (p. 63)部分を参

照してください。 

  (自動車情報): 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。詳しい内容は、“自動車情報” (p. 64)部分を参照

してください。 

 

再生画面のメニュー 
 

カメラ画面を選択した後、マウスの右ボタンをクリックすると、画面のメニューが表示されます。 
 

 

 魚眼映像の歪み補正: 魚眼カメラの映像の歪みを補正します。 詳しい内容は、“魚眼映

像の歪み補正” (p. 49)部分を参照してください。 

 映像拡大: 制御ツールバーの該当ボタンをクリックするのと同じように動作します。“制御

ツールバー” (p. 60)部分を参照してください。 

 画像処理: イメージに効果の処理ができます。詳しい内容は、“イメージ効果” (p. 63)部分

を参照してください。 

 オブジェクト/モーション検索: デバイスの録画映像またはiRASシステムの緊急録画映像

で、オブジェクトまたはモーションの変化が検索できます。詳しい内容は、“オブジェクト/モ

ーション検索” (p. 62)部分を参照してください。 
 

 Draw Face Detection: 選択されたカメラから、顔感知イベントが発生した際、顔が感知される領域を画面上に表示しま

す。 

 画面レート: 映像の出力レートを設定します。 

− 画面に合わせる: 画面比率と関係なくカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。 

− 画面に合わせる(比率維持): 画面比率を維持したままでカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。但し、カメ

ラ画面のサイズによって映像の上下左右が切れることがあります。映像拡大機能の動作時、該当カメラ画面について

は本画面レートに対応せず、代わりに“映像比率に合わせる”が適用されます。 

− 半分サイズ(×0.5)~4倍サイズ(×4): 映像のオリジナルサイズを基準にして該当メニューで指定したサイズでカメラ画面

に映像を出力します。例えば、“実際のサイズ(×1)”を選ぶと、オリジナル映像の実際のサイズで出力します。カメラ画

面が該当サイズで映像を出力できるほどエリアが確保された場合にのみメニューが活性化されます。 

 静止画保存: 画面に出力された現在の映像を実際のサイズのイメージファイルで保存します。 

 排除: 接続を解除します。 
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ブックマーク(Bookmark) 
 

カメラ画面を選択した後、パネルツールバーから  (ブックマーク)ボタンをクリックすると、該当録画映像をブックマークす

ることができます。 
 

 

 

 
 

 

 

1.  (ブックマーク追加)ボタンをクリックします。 

2. ブックマーク名及び説明を入力します。“登録”ボタンを

クリックすると該当録画映像がブックマークされます。 

3. ブックマークリストで、ブックマークを選択すると下記

の欄に該当ブックマーク情報が表示されます。  

(録画データ再生)ボタンをクリックすると再生画面に

該当ブックマーク映像を見せます。  (ブックマーク

削除)ボタンをクリックすると該当ブックマークを削除

します。 

 
 
 

モーションイベントの停止映像 
 

パネルツールバーで  (モーションイベントの停止映像)ボタンをクリックすると、イベントベース録画(イベント及びプリイベ

ント)中に録画された映像の停止映像を再生パネルに表示します。 

 

 
 

選択した停止映像の録画情報がタイムテーブルに表示されます。タイムテーブルの録画データで任意の位置をクリックする

と、選択した時間の停止映像が表示されます。マウスのカーソルを停止映像上に置くと、ポップアップビューア画面が該当

停止映像の上段に表示されます。 
 

 

 ポップアップビューア使用: ポップアップビューア画面に対応します。 
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オブジェクト/モーション検索 
 

制御ツールバーで  (オブジェクト/モーション検索)ボタンをクリックすると、下段にオブジェクト/モーション検索パネルが表

示され、デバイスの録画映像またはiRASシステムの緊急録画映像でオブジェクトまたはモーションの変化が検索できます。 
 

 

  (検索領域指定): マウスドラッグを利用して、カメラ画面にオブジェクトまたはモーション

の変化を検索する領域を設定します。 

  (検索領域削除): マウスドラッグを利用して、カメラ画面に設定された検索領域を削除

します。 

  (参照イメージ設定): カメラ画面に現在表示されたイメージを、オブジェクトの変化を感

知するための参照イメージに設定します(モーション検索のみ)。 

  (参照イメージ表示): 参照イメージをPIP画面に表示したり隠します(モーション検索の

み)。 

 

 
 

 
 

 クエリー方法: クエリー方法を選択します。 

− モーション検索: 連続された2つの録画映像を比較して検索領域で変化が発生した場合その映像を探し当てます(例: 

モージョンがあった場合)。 

− オブジェクト検索: 参照イメージと比較して検索領域で変化が発生し活性化時間間変化が持続される場合その映像を

探し当てます(例: 物体がなくなった場合)。 

 敏感度: 変化感知の敏感度を設定します。値が大きければより敏感に感知します。 

 検索ブロック数: 変化感知最小ブロックを選択します。(モーション検索のみ)設定されたブロック数より少なく変化が感知

されると変化が発生しないことに見なします。 

 参照映像対変化率: 変化感知の最小比率を選択します。(オブジェクト検索のみ)設定された比率より少なく変化が感知

されると変化が発生しないことに見なします。 

 活性化時間: 変化感知時、変化が発生したと感知するために変化が持続される時間を設定します。変化が感知されてか

ら指定された時間間持続しないと変化がないことに見なします。 
 
 

映像拡大 
 

制御ツールバーで  (映像拡大)ボタンをクリックすると、現在の映像を拡大することができます。 

 

 “PIP”とは“Picture in Picture”の略語で、画面内に表示される小さな画面を言います。 

 

 

  (スライドバー): 拡大倍率を調整します。マウスホイールを用いて、拡大

倍率を調整することもできます。 
  (実際のサイズを表示): 実際サイズ拡大モードに入ります。実際サイズ拡大モードでは

カメラ画面のサイズまたは映像の拡大レートとは関係なく映像の実際のサイズを基準にし

て映像が拡大されます。 
  (拡大ファインダ): PIP画面を表示したり非表示にします。PIP画面の四角は拡大された

エリアを表示します。 
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イメージ効果 
 

制御ツールバーで  (イメージ効果)ボタンをクリックすると、イメージ効果の制御ツールバーが表示され、各ボタンを用い

てイメージに効果を与えることができます。この設定は録画映像には適用されません。 

 

 
 

  (ソフト): 映像をソフトにします。 

  (鮮明): 映像を鮮明にします。 

  (高域増強): 明度及び鮮明度を増加させて映像をはっきりさせます。 

  (ヒストグラムの平準化): 明度を均等に調整して映像を自然にします。 

  (境界線の検出): 映像の輪郭を抽出します。 

  (復元): 変更事項を全てキャンセルして、元のイメージに復元します 
 
 

Googleマップ 
 

 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。 

 

制御ツールバーで  (Googleマップ)ボタンをクリックすると、 Googleマップパネルを表示します。 

 

 

映像がGPS情報を持っている場合、Googleマップ上で、該当映像の自動車の位置( )、進

行方向( )及び移動経路(赤線 – “HDP”地点のデバイスのみ該当)が検索できます。“マッ

プ”を表示,“衛星”を表示(“地形”表示する/しない)はGoogleマップから、支援する機能です。 
 

Googleマップ上で、自動車の移動経路(赤線)をクリックするか、自動車位置( )アイコンを

クリックした後、マウスでドラック＆ドロップすると該当位置の録画映像を画面に見せます

(“HDP”地点のデバイスのみ対応)。 

 

 車の位置及び進行方向を確認する際、該当時点の自動車が速度グレープパネルに連動して表示されます。 

 
 

速度グレープ 
 

 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。 

 

制御ツールバーで  (速度グレープ)ボタンをクリックすると、速度グレープパネルを表示します。 

 

 

映像が GPS 情報を持っている場合、速度グレープ上で、該当映像の自動車スピードが検

索できます。車の速度がグレープの中央に表示されます。また、中央の赤い縦線は現在の

再生位置を表します。 
 

速度グレープパネルから、マウスの右ボタンをクリックする場合、グレープの形式、単位、

GPS情報出力、高品質出力などが設定できます。 
 

速度グレープパネルで、任意の位置を選択した場合、該当位置の録画映像を表示します

(“HDP”地点のデバイスのみ対応)。 

 

 自動車速度を確認する際、該当時点の自動車位置及び進行方向がGoogleマップパネルに連動して表示されます。 

 
 



ユーザーマニュアル 

 

 

64 

自動車情報 
 

 本機能は、車載専用のDVR/NVRのみ対応します。 

 

制御ツールバーで  (自動車情報)ボタンをクリックすると、自動車情報パネルを表示します。 

 

 

映像が車の情報を持っている場合、該当映像の自動車情報を表示します。 

 
 

7.2  録画映像を動画で保存 
 

録画映像をUSB保存デバイスに動画ファイルで保存することができます。再生パネルの下段にあるツールバーで  (動画

保存)ボタンをクリックすると動画保存メニューが表示されます。 

 

 
 

 A-B動画を保存: 動画で保存する映像の区間をタイムテーブルを用いて設定します。動画保存メニューで、“A-Bの動画

を保存”を選択した後、タイムテーブルで保存する映像の開始サイトをクリックし、映像の最後のサイトまでドラッグします。

“動画保存”画面が表示されたら、該当区間の映像を専用のビューアーファイル(.exe)またはAVIファイル(.avi)で保存する

ことができます。詳しい内容は、“専用のビューアーファイルで保存” (p. 65)及び“AVIファイルで保存” (p. 68)部分を参照

してください。 
 

 
 

 動画保存: 動画で保存する映像の区間を直接入力して設定します。動画保存メニューで、“動画を保存”を選択します。

“動画を保存”画面が表示されたら、該当する区間の映像を専用ビューアーファイル(.exe)またはAVIファイル(.avi)で保存

することができます。詳しい内容は、“専用のビューアーファイルで保存” (p. 65)及び、“AVIファイルで保存” (p. 68)部分

を参照してください。 

 予約された専用ビューアー: 予約された専用ビューアーファイルの保存リストを表示します。  ボタンをクリックすると予

約された専用ビューアーファイルの保存を手動で開始し、  ボタンをクリックすると予約を取り消します。専用ビューアー

ファイルの保存予約に関する詳しい内容は、“専用のビューアーファイルで保存” (p. 65)部分を参照してください。 

 静止画保存: 画面に出力された現在の映像を実際のサイズのイメージファイルで保存します。 

 イメージを保存/イメージ出力: 現在の画面に表示されたイメージを保存または印刷します。 

 パノラマスクリーン保存: 現在の画面に表示されたイメージを保存します。 
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専用のビューアーファイルで保存 
 

録画映像を専用ビューアーファイル(.exe)で保存します。 

 

 

 スタート時刻、終了時刻: 動画で保存する映像の日付及び時

間を入力します。“最初の映像”オプションを選択すると、一番

最初に録画された映像の日付及び時間に設定し、“最後の映

像”オプションを選択すると、一番最後に録画された映像の日

付及び時間に設定します。“ 1分”、“ 3分”、“ 10分”、“ 30

分”または“ 60分”ボタンをクリックすると、タイムテーブルで

現在選択された時間を基準に該当する間隔の分、時間を“ス

タート時刻”及び“終了時刻”に加えるか引きます。 

 専用ビューアー、AVI: “専用ビューアー”を選択します。 

  パスワード保存: 動画を再生するためのパスワードを設定

します。パスワードを設定すると再生プログラムを実行する

時、パスワード入力を要求します。 

  キーフレームのみ保存: 設定された周期にしたがってキー

フレームのみ保存します。 

  テキストインデータ含む: 該当録画映像にテキスト入力情

報がある場合、テキスト入力情報を映像と共に保存します。 

  プレーヤー未包含: セルフプレーヤープログラムを包含しなくて録画映像のみ保存します。この場合、ファイルサイズ

及び保存時間が減少しますが保存されたファイルを再生するためにはiRASソフトウェアのプログラムが設置されたフォ

ルダ(\Client\selfplayer)で提供されるセルフプレーヤープログラム(ClipPlayer.exe)を実行する必要があります。デバイス

の仕様及びバージョンによっては該当機能は支援されない場合があります。 

  予約: 専用ビューアーの保存を行う時間を予約します。予約された時間に上の設定によって専用ビューアーの保存が

行われます。専用ビューアーの保存中、デバイス接続が解除されて、保存に失敗した場合、設定されたリトライの間隔で、

専用ビューアーの保存をリトライします。 

 

 保存中である録画映像の容量が2GBに達するとファイルを分割して保存し続けるか確認するメッセージを表示します。 

 

専用ビューアーファイルの再生 

 

専用ビューアーファイルは、ファイル自体が再生プログラム(クリッププレーヤー)を含んでいるため、再生のための別途のソ

フトウェアをインストールする必要がありません。該当ファイルをダブルクリックすると、再生プログラムがすぐ実行され、画面

に映像が表示されます。再生プログラムの右下段のスクロールバーを動かして希望する時刻の映像にすぐ移動することが

できます。  ボタンをクリックすると再生プログラムを終了します。 

 

 再生プログラムを稼働させるためのPCのCPUの最低仕様は、800MHz Pentium III (Intel Pentium Dual Core 2.2GHz 

推奨)です。CPUの仕様が低い場合、高画質と最高速度で録画された映像は、多少ゆっくり再生されます。また、プロ

グラムを正常に実行させるためには9.0バージョン以上のDirectXをインストールする必要があり、16MB以上のビデオ

ラムを備えたVGAカードの使用を推奨します。 

 使用PCのディスプレイ設定によって映像が正常に見えないことがあります。その場合、デスクトップ画面でマウスの右

ボタンをクリックして、ディスプレイの登録情報 → 設定タブに移動して“色の品質”を“32ビット”に設定した後、“詳細” → 

トラブルシューティングを選択して、“ハードウェアアクセラレータ”を“最大”に設定してください。引き続き、問題が発生し

たらスタート → ファイル名を指定して実行…を選択して、“dxdiag”を入力してエンターボタンを押して出るDirectX診断

ツール画面で、DirectXバージョンが9.0以上なのかを確認してください。ディスプレイのタブに移動して“DirectDrawアク

セラレータ”が使用可能になっているかを確認してください。Microsoft®  Windows®  XPのOSで“DirectのDrawテスト”ボ

タンを押してテストしてください。VGAカードのドライバーバージョンを確認して最新バージョンではない場合は最新バー

ジョンにアップデートしてください。すべての事項が確認された後も映像が正常に見えない場合は、ビデオカードを変更

してください。ATIチップセットを使用したビデオカードを推奨します。 



ユーザーマニュアル 

 

 

66 

 録画映像を保存するの際“プレーヤー未包含”オプションを選択した場合保存されているファイルを再生するためには

iRASプリグラムが設置されたフォルダ(\Client\selfplayer)で提供されるセルフプレーヤープログラム(ClipPlayer.exe)を

実行する必要があります。 

 魚眼映像デ・ワーピング機能はWindow Vista以上のOSに対応しています。魚眼映像デ・ワーピング機能はレイア

ウト1x1分割モードのみに対応します。スクリーンでマウスの右クリックをすると、魚眼映像デ・ワーピング制御が可

能になります。 

 

 
 

 
 

  : 最初に移動  : 最後に移動  : 高速巻き戻し  : 高速再生 

 : 一画面ずつ逆再生  : 一画面ずつ再生  : 一倍速再生  

  : 現在の分割画面を基準にして以前のカメラグループに保存された映像がある場合、以前のカメラグループに移動し

ます。 

  : 画面分割が 4 → 8 → 9 → 16 → 20 → 25 → 1+32分割に順に変更されます。 

  : 現在の分割画面を基準にして次のカメラグループに保存された映像がある場合、次のカメラグループに移動します。 

  : 再生プログラムの属性を設定することができます。 
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− Fisheye Dewarping： 魚眼映像デ・ワーピング機能を制御することができます。詳しい

機能は下記のデ・ワープ機能メニューを参照してください。 

− 印刷: 現在の映像を印刷します。 

− 情報: 現在の映像画面の番号、カメラ名、録画時間、録画モード、ファイルのサイズ、

解像度などの情報を表示します。 

− 画像処理: 映像の明るさを調整したり、“ソフト”または“鮮明”のようなイメージフィルター

を適用します(1×1分割画面でのみ支援)。 

− プレイスピードコントロール: “再生”及び“FF/RW”(高速再生/逆再生)速度を変更しま

す。 

− ディスプレイモード: ディスプレイモードを選択します。画面が表示されなかったり、異常

に表示される場合、ディスプレイモードを変更して問題を解決する時に使用します。 

− 画面サイズ: 再生プログラムの画面サイズを選択します。 

− 画面レート: 画面に表示される映像の出力レートを変更します。 

− 環境設定: 画面に表示される基本設定を変更します。 

− オーディオオン: 該当映像が録画される時、オーディオも一緒に録音されると、再生時にオーディオが出力されます(1×1分

割画面再生時にのみ支援)。 

− ブロック現象改善: 拡大映像の階段(ブロック)現象を改善して出力します。使用するPCのCPUの仕様が低くて再生が遅

い場合、ブロック現象改善機能オプションを解除すると、遅くなる現象を少し改善することができます。 

− テキスト表示: 映像にテキスト入力情報がある場合テキスト入力情報を表示します。単一画面モードではテキスト入力情

報が映像と一緒に表示されます。分割画面モードではカメラ画面でマウス右クリックしてテキストイン出力メニューを選択し

ます。 

− ファイルの連続再生: 分割して、保存されたファイルを再生する際、各ファイルを自動で連続再生します。例えば、録画映

像が“abc_01.exe”、“abc_02.exe”、“abc_03.exe”に分割して保存された場合、各ファイルを実行する必要はありません。

“abc_01.exe”ファイルを実行すると“abc_01.exe”、“abc_02.exe”、“abc_03.exe”のファイルが連続で再生されます。 

− 以前のファイルに移動: 分割して保存されたファイルを再生する際、現在再生中もしくは再生待機中の以前のファイルに

移動します。 

− 次のファイルに移動: 分割して保存されたファイルを再生する際、現在再生中もしくは再生待機中の次のファイルに移動し

ます。 

− ファイルリスト: 分割して保存されたファイルを再生する際、連続で再生ができるファイルのリストを見せます。ファイルを選

択すると、該当ファイルに移動します。 

− Check Fingerprint: ファイルの全区間に対し、有効性を検査します。 

 

  : 現在の映像を保存することができます。 

 

− 現在映像の保存: 現在画面をイメージファイルで保存します。 

− 現在映像の保存(1倍サイズ): 現在画面を1倍サイズのイメージファイルで保存します

(1×1分割画面でのみ支援)。 

− クリップコピー保存: 映像の特定区間を実行ファイルで保存します。 

− 動画保存: 映像の特定区間をAVIファイル(.avi)で保存します。 

− クリップコピーログ: クリップコピーのログ情報をテキストファイルで保存します。クリップ

プレーヤーの映像をクリップコピーする時、ログ上の使用者情報は“Internal-Copy”と表

記されます。 

− Save Frame Info: フレーム情報をCSVファイルの形式で保存します。 

  : 画面を拡大して見るか、1倍サイズで見ることができます(1×1分割画面でのみ支援)。画面を拡大した場合、拡大さ

れた画面でマウスで画面をクリックした後、カーソルを動かして拡大された画面の位置を変更することができます。 

  : 画面を全体画面で見ることができます。 

 、  : 再生プログラムの右下段に表示されます。映像が改竄されなかったことが確認されたら  アイコンが出力され、

映像が改竄されると  アイコンが出力されて再生を停止します。 
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 Fisheye Dewarping 

 

− Mount Type: カメラの設置位置を設定します。この設定により設定可能な画面形態が

変わります。 

− Main View: 元の魚眼映像を表示します。ePTZ機能がオンになっている場合、マウス

の右・左ボタンをクリックし、Pan、Tilt、Zoomを制御することができます。メインPiPが

基本的に選択されます。 

− Panoramic/Panoramic 180/Panoramic 180*2: 映像のパノラマビューモードを設定し

ます。 

− Spot Mode: メインビュー映像に表示された歪み補正ファインダーを使って関心領域を

移動、選択します。 

− Main PIP: メインビュー映像内部の領域指定を容易にする PiP (Picture in Picture)ビューを実行します。 

− ePTZ: Pan、Tilt、Zoom 動作を実行します。マウスをドラッグする際、マウスカーソルのドラッグ量が動作速度を決

定します。マウスの右ボタンドラッグは左右（Pan制御）、上下（Tilt制御）を制御し、マウスの右ボタンドラッグはZoom

を制御します。 

− Display Source Image: 変更事項を全てキャンセルして、元のイメージに復元します。 
 
 

AVIファイルで保存 
 

録画映像をAVIファイル(.avi)で保存します。 

 

 

 スタート時刻、終了時刻: 動画で保存する映像の日付及び時刻を

入力します。“最初の映像”オプションを選択すると、一番最初に録

画された映像の日付及び時間に設定し、“最後の映像”オプション

を選択すると、一番最後に録画された映像の日付及び時間に設

定します。“ 1分”、“ 3分”、“ 10分”、“ 30分”または“ 60分”ボタ

ンをクリックすると、タイムテーブルで現在選択された時間を基準

に該当する間隔の分、時間を“スタート時刻”及び“終了時刻”に加

えるか引きます。 

 専用ビューアー、AVI: “AVI”を選択します。 

  オーディオデータ含む: オーディオが一緒に保存された映像の

場合、一つのチャンネルのみサポートします。映像が1 ipsより少

なく設定されて録画した場合はオーディオデータが正常に保存で

きない恐れがあります。映像が1ipsより少なく録画された場合オ

ーディオ保存が正常に行われない恐れがあります。 

 コーデック、ビットレート、画質: 映像を圧縮するために適切な値を

設定します。 

− ビットレートを基準でエンコーディング: ビットレートを基準として

映像をエンコーディングします。本設定を選択すると、以下でビ

ットレートの設定ができます。 

− ビデオの品質を基準でエンコーディング: ビデオの品質を基準と

して映像をエンコーディングします。本設定を選択すると、以下

でビデオ品質の設定ができます。 

 サイズ: 映像を圧縮するためのファイルの大きさを設定してから圧縮映像の出力比率を選択します。 

− 映像レートにあわせる: 映像のオリジナルレートにカメラ画面のエリアをあわせて映像を出力します。 

− 画面に合わせる: 画面比率と関係なくカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。 

− 画面に合わせる(比率維持): 画面比率を維持したままでカメラ画面のエリアにあわせて映像を出力します。但し、カメ

ラ画面のサイズによって映像の上下左右が切れることがあります。映像拡大機能の動作時、該当カメラ画面について

は本画面レートに対応せず、代わりに“映像比率に合わせる”が適用されます。 
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− 半分サイズ(×0.5)~4倍サイズ(×4): 映像のオリジナルサイズを基準にして該当メニューで指定したサイズでカメラ画面

に映像を出力します。例えば、“実際のサイズ(×1)”を選ぶと、オリジナル映像の実際のサイズで出力します。カメラ画

面が該当サイズで映像を出力できるほどエリアが確保された場合にのみメニューが活性化されます。 

  ブロックノイズを排除: 拡大映像で発生する階段(ブロック)現象を排除し、画面上に表示される映像の画質を向上させ

ることができます。 

 キーフレーム: 映像を圧縮するためにキーフレームを設定します。 

 最大ファイル容量: ファイルの最大サイズを設定します。 

  ファイル分割: 保存中の録画映像のサイズが上で設定した“最大ファイルサイズ”になると、保存中の録画映像を最大

ファイル容量に分割して保存します。本オプションが選択されていない場合、最大ファイルサイズ分だけ保存します。 

  作業進行フレーム表示: 保存時、現在保存中の映像をポップアップ画面に表示します。 

 

AVIファイルの再生 

 

動画の再生プログラムを実行した後、AVIファイルを読み込みます。AVIファイル保存時に選択した圧縮方式のコーデック

がインストールされていない場合、該当するコーデックを手動でインストールしなければなりません。 
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第 8 章 — イベント処理 
 

 

イベントが感知されたカメラの映像をリアルタイムで監視することができ、該当するイベント感知映像が録画されていれば

映像を再生することができます。 

 

 

iRASシステムは下記の場合、デバイスからイベントの通知を受け、該当のイベントをリアルタイ

ムで、イベントリストに見せます。 
 

 iRASシステムの監視タブで、該当デバイスの映像を監視中の時 

 iRASシステムの該当デバイスに対し“デバイスリアルタイムモニタリング”オプションが選択さ

れている場合(“iRAS設定” > “デバイス” > デバイスメニュー: “デバイス修正” > “情報”タブ)。

“デバイスリアルタイムモニタリング”オプション設定に関する詳しい内容は、“5.1 デバイス、

デバイスの管理、デバイス修正、情報” (p. 20)部分を参照してください。 
 

“設定” - “レポート”で”、イベントのリストの表示オプションを変更することができます。詳しい内

容は、“5.8 レポート” (p. 32)”部分を参照してください。 

 

イベントのリストに表示される各イベントのアイコンの意味は次のとおりです(デバイスの仕様及びバージョンによって一部

イベントのアイコンがサポートされないことがあります)。 
 

 モーション感知  映像信号非表示  映像信号なし 

 テロ感知  オーディオ検出  映像分析感知  
 トリップゾ―ン  タンパ―リング  テキスト入力 
 /  アラームイン感知/解除  /  アラーム入力異常あり/なし  /  外部保存デバイス挿入/取り外し 

 /  デバイス接続/解除  システムスタート  システム動作 

 システム再起動  システム終了  録画機能異常あり 
 ディスクフル  ディスクフル  ディスクBad Sector 
 S.M.A.R.T.感知結果ディスク異常あり  S.M.A.R.T.感知結果ディスクが高温 

 ディスク設定変更  /  緊急録画開始/終了  /  ファン異常あり/解除 
 顔感知   

 

緊急イベント 
 

登録されたデバイスから、各イベントに対し、“通知”機能(イベントが発生した場合、それを通知する機能)が設定されている

場合、該当イベントを感知した時、これを緊急イベントとして、見なします。iRASシステムは下記のケースで、デバイスから、

緊急イベントの通知を受けます。 
 

 デバイスから、緊急イベントが確認されたiRASシステムに通知をするように設定されている場合 

(但し、iRASシステムの監視タブで、該当デバイスの映像を監視中の場合、デバイスの仕様及び、バージョンによって、

緊急イベントが発生しないこともあります。) 

 デバイスから、緊急イベントが確認されたiRASシステムに通知をするように設定されず、iRASシステムの監視タブで該当

デバイスの映像の監視中の場合 

 デバイスから、緊急イベントが確認されたiRASシステムに通知をするように設定されず、iRASシステムで、該当デバイス

に対し、“デバイスリアルタイムモニタリング”オプションが選択されている場合(“iRAS 設定” > “デバイス” > デバイスメニュ

ー: “デバイス修正” > “情報”タブ)。“デバイスリアルタイムモニタリング”オプション設定に関する詳しい内容は、“5.1 デバ

イス、デバイスの管理、デバイス修正、情報” (p. 20)部分を参照してください。 
 

該当の機能が正常に動作するためには、コールバックポートが正しく設定されなければなりません。コールバックポート設

定に関する詳しい内容は、“5.9 リアルタイムのイベント” (p. 33)部分を参照してください。 

 

緊急イベント起こる時に“緊急イベント”パネルが自動的に表示されるか、次のように手動で緊急イベントパネルを表示させ

ることができます。 

 

“ビュー”メニューに移動した後、“緊急イベントパネル”をクリックします。または、最近のイベントリストで  ボタンをクリック

します。 

 

http://jpdic.daum.net/dicjp/search_detail_jpkor.do?q=%AB%C8%AB%EA%AB%C3%AB%D7&idx_id=71896&dictype=1
http://jpdic.daum.net/dicjp/search_detail_jpkor.do?q=%AB%C8%AB%EA%AB%C3%AB%D7&idx_id=71896&dictype=1
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または 

 

 

緊急イベントパネルが表示されます。 
 

 
 

 Event Count: リストで表視されているイベントの個数を見せます。 

 Last Event: 最近感知されたイベントの情報を見せます。 

 自動ポップアップ  : クライアントシステムにイベントを通知する際、自動的に緊急イベントマネージャーパネルが表示さ

れます。 

 イベント、デバイス、サイト、日付/時刻: イベントの情報を見せます。リストでイベントを選択した後、監視または再生画面

にマウスでドラッグ&ドロップすれば、選択したイベントが感知されたカメラのリアルタイムまたは録画映像が画面に表示

されます。 
 
 

映像監視 
 

イベント感知カメラの映像監視は、監視パネル(最大4つ)でサポートします。パネルタブに監視タブがない場合、“システム”

メニューで“新しいタブ”を選択した後、“監視”をクリックしてタブを追加します。 
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パネルタブで監視タブをクリックします。 → リアルタイムのイベントのリス

トで希望するイベントを選択した後、監視画面にマウスでドラッグ&ドロッ

プします。選択したイベントが感知されたカメラのリアルタイム映像が画面

に表示されます。 

 
 
 

映像再生 
 

イベント録画映像の再生は、再生パネルでサポートします。パネルタブに再生タブがない場合、“システム”メニューで“新しい

タブ”を選択した後、“再生”をクリックしてタブを追加します。 

 

 

 

 

パネルタブで再生タブをクリックします。 → リアルタイムのイベントのリス

トで希望するイベントを選択した後、再生画面にマウスでドラッグ&ドロッ

プします。選択したイベントの録画映像が画面に表示されます。 
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第 9 章 — システムの動作状態及びデバイス状態の監視 
 

 

登録されたデバイスシステムの動作状態及びデバイス状態をリアルタイムで確認することができます。 

 
 

9.1  システムの動作状態の監視 
 

システムの動作状態の監視は、動作状態のパネルでサポートします。パネルタブに動作状態のタブがない場合、“システム”

メニューで“新しいタブ”を選択した後、“動作状態”をクリックしてタブを追加します。 

 

 

 

 

動作状態のタブが追加されると、自動的に動作状態の監視結果を表示します。 

 

 
 

 要約リスト: デバイスグループに追加されたすべてのデバイスに対する動作状態を要約して表示します。 

− トータル: すべてのデバイスグループに追加されたデバイスの個数を表示します。 

− 問題発生: 問題が発生したデバイスの個数を表示します。 

− 接続されていない: 接続されていないデバイスの個数を表示します。 

− 正常に動作: 問題発生が感知されず正常に動作しているデバイスの個数を表示します。 

 詳細リスト: 各デバイスの状態情報を詳しく表示します。 

− 動作状態: 動作状態を表示します(正常に動作: 問題発生が感知されない、問題発生: ビデオロスベント感知、アラー

ムインデバイスエラーまたは録画ミス、接続されていない: デバイスが接続されていない)。 

− 問題発生: 問題発生の原因を詳しく表示します。 

− グループ: デバイスが属したデバイスグループを表示します。 

− サイト: デバイスの名前を表示します。 

− アドレス: デバイスのIPアドレスを表示します。 

− MACアドレス: デバイスのMACアドレスを表示します。 

− バージョン: デバイスのソフトウェアバージョン情報を表示します。 

− カメラ: デバイスで使用中のカメラの状態を表示します。 

− アラームイン: デバイスで使用中のアラームインデバイスの状態を表示します。 

− Fan: ファンの異常状態を表示します。 

− 録画: 録画の状態を表示します。 

− 録画検査: 録画検査の状態を表示します。 

− 録画時間: 録画期間を表示します。 
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9.2  デバイス状態の監視 
 

デバイス状態の監視はデバイス状態パネルで対応します。パネルタブにデバイス状態タブがない場合、“システム”メニュー

で“新しいタブ”を選択した後、“デバイス状態”をクリックしてタブを追加します。 

 

 

 

 

“サイト”リストで希望するデバイスを選択した後、デバイス状態パネルにマウスをドラッグ&ドロップします。該当デバイスの

状態が表示されます。 

 

 
 

 
 

 状態表示画面: 状態をアイコンで表示します。 

− カメラ: カメラ番号を表示します。 

− バージョン: システムのバージョン情報を表示します。 

− イベント: イベント感知状態を表示し、イベント感知時にイベントアイコンにカラー表示されます。マウスカーソルをアイ

コン上にあてると該当イベントの種類がツールチップで表示されます。 

− アラーム出力: アラーム出力状態を表示します。 

− システムチェック: デバイス及び録画機能の動作状態を表示します。 

 機能ボタン 

−  (接続解除): デバイス状態パネルの現在の接続を解除します。 

−  (緊急録画): デバイスの緊急録画を遠隔で開始または中止します(緊急録画機能に対応するDVRの場合にのみ

対応)。 

− 録画開始/終了: 録画期間を表示します。 

− 動作状態: デバイスの録画、再生、アーカイブ、クリップコピーの状態を表示します。 

−  (全体画面): デバイス状態パネルを全体画面で表示します。 
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第 10 章 — ログ検索 
 

 

iRASプログラム及びデバイスのログを検索することができます。 

 

ログ検索は、レポートのパネルでサポートします。パネルタブにレポートタブがない場合、“システム”メニューで“新しいタブ”

を選択した後、“レポート”をクリックしてタブを追加します。 

 

 

 

 

様々な種類のログリストが表示されます。コラムタイトルでマウスを右クリックすると表示されるメニューを利用して、データ

を自由に分類できます。 

 

 
 

 ログの種類: リストで検索するログの種類を選択します。コラムタイトルでマウス右クリックすると現れるメニューを用いて

データを希望通りで分類することができます。 

− ユーザーログ: iRASプログラムのログを表示します。 

− 動作状態ログ: 登録されたデバイスのシステムの動作状態のログを表示します。 

− デバイスシステムログ: デバイスのシステムログを表示します。 

− デバイスイベントログ: デバイスのイベントログを表示します。ネットワークカメラ及びネットワークビデオエンコーダー

の場合、SD(SDHC)メモリーカード録画機能が設定されている間に発生したイベントのログのみを表示します。 

− 管理サービスログ: 管理サービスのログを表示します。詳しい内容は、iRASソフトウェアの購入先にお問い合わせく

ださい。 

− モニタリングサービスログ: モニタリングサービスのログを表示します。詳しい内容は、iRASソフトウェアの購入先にお

問い合わせください。 

  (検索): ログを検索します。検索語を入力します。選択したグループ内で入力された部分と一致する

結果が検索されると、その結果を表示します。 

 

レポートのツールバー 

 

パネルの下段にあるツールバーを用いて特定のログを検索することができます。 
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 スタート時、終了時刻: 検索するログの日付及び時間を入力します。特定の日付及び時間を入力したり“最初の映像”ま

たは“最後の映像”のオプションを選択して設定することができます。“1時間”、“6時間”、“本日”、“3日”または“1週間”ボタ

ンをクリックすると、“スタート時”と“終了時刻”の時間間隔を該当する間隔の分調整します。“最初の映像”または“最後の

映像”のオプションを選択すると一番最初に発生したログからまたは一番最後に発生したログまで検索します。 

  (条件): 検索するログの種類を選択します。 

  (検索): 検索条件によって検索を開始します。 

  (全体画面): レポートパネルを全体画面で表示します。 

  (保存): 検索結果をテキストファイル(.txt)またはCSVファイル(.csv)で保存します。システム及びサービスログの場合、

暗号化されたHTMLファイル(.html)で保存することができます。HTMLファイルを確認するためには暗号入力が要求され

ます。 

  (プリント): 検索結果をプリントします。 

 もっと見る: 次の結果を表示します。 
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第 11 章 — マップエディター 
 

 

マップを登録してカメラ映像、イベント感知、接続された入/出力デバイスの状態をマップで監視することができます。 

 
 

11.1  マップの登録 
 

1. “システム”メニューで“iRAS Setup”を選択した後“デバイス”メニューを選択します。 

 

2. “サイト”パネルで“マップの順次監視”をクリックした後、右側のサイトリストのパネルの下段にある  ボタンをクリックし

ます。“マップエディター”画面が表示されます。 
 

 

 

 

 

3. “サイト” パネルでデバイスに接続された入/出力デバイスおよび下位マップを選択してからカンバスでご希望の所にマ

ウスをドラック&ドロップします。 

 

4. マップを設定します。詳しい内容は、“11.2 マップ設定” (p. 78)部分を参照してください。 

 

5. マップ名を入力してから“確認”ボタンをクリックしてマップの登録を終了します。 
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11.2  マップ設定 
 

 
 

① サイト: 登録されたデバイス及びマップリストを表示します。  ボタンの横に検索語を入力して登録されたデバイス及び

マップを検索することができます。検索語を入力すると、その結果を表示します。 

② カンバス: マップの背景イメージを挿入してからサイトリストで希望の入/出力デバイスアイコンおよびマップリンクを配置

してマップを構成します。 

③ 設定ボタン: マップを設定します。 

− 整列: カンバスに配置された入/出力デバイスのアイコンまたはマップリンクを使用者が好みで整列します。 

−  (テキストボックス): テキストを入力できるテキストボックスを挿入します。 

−  (経路順次監視): 順次監視経路を設定します。詳しい内容は、“経路順次監視” (p. 80)部分を参照してください。 

−  (マップオブジェクト名の同期化): デバイスの設定によって入/出力デバイスの名前を同期化します。 

−  (背景イメージ投入): カンバスに希望の背景イメージを入れます。 

−  (状態カラー): マップにイベント感知および入/出力デバイスの状態を固有の色で表示するように設定することがで

きます。 

−  (削除): カンバスで入/出力デバイスのアイコンまたはマップリンクを選択してからボタンをクリックボタンをクリック

すると選択した入/出力デバイスアイコンまたはマップリンクをカンバスで削除します。 

④ 属性: マップ、マップのカンバスまたはカンバスに配置された入/出力デバイスアイコンおよびマップリンクの属性を設定

します。 

⑤ イベント動作: カンバスに配置された入/出力デバイスアイコンのイベント動作を設定します。マップ監視時イベントが発

生すると設定した通りにイベント発生を通知します。 
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アイコンの整列 

 

1つ以上の入/出力デバイスアイコンおよびマップリンクを選択してから整列ボタンをクリックしてカンバスでの配置および大

きさを一括に修正することができます。 

 

 
 

  /  (位置調節): 1つ以上のアイコンに対して選択したアイコンを背景イメージの縦/横の中央整列します。 

  / 、  / 、  /  (位置調節): 2つ以上のアイコンに対して選択したすべてのアイコンを一番後で選択したアイコン

を基準に上段/下段、縦/横の中央または左/右に整列します。 

  /  (間隔調節): 3つ以上のアイコンに対して選択したデバイスの間をすべて同じく整列します。 

  /  /  (大きさ調節): 2つ以上のアイコンに対して選択したアイコンの幅/高さ/大きさをすべて同じく調節します(幅お

よび高さの比率が異なる同じアイコンのみ該当)。 

 

属性 

 

カンバスまたはカンバスに配置された入/出力デバイスアイコンおよびマップリンクの属性を設定することができます。カンバ

スまたはアイコン、マップリンクを選択してから属性の各項目を選択して希望の値を直接入力したりドロップダウンメニュー

で希望の値を選択します。 
 

       
 

 マップ属性: マップの属性を設定します。 

− ルーツマップ: “使用”に設定するとマップ監視する時、マップパネルの右側にマップに登録されたデバイスのリストを表

示します(マップパネルである場合のみ該当)。 

 カンバス: カンバスおよびカンバスに入れた背景イメージの属性を設定します。 

− 幅、高さ、カラー: カンバスの幅、高さ、カラーを選択します。 

− イメージ 位置: カンバスに入れた背景 イメージの位置を設定します。 

− 情報: カンバスに入れた背景のイメージの幅および高さの情報を表示します。 

 デバイス: 選択した入/出力デバイスアイコンの属性を設定します。 

− 名前: デバイス アイコンの名前を設定します。 

− アイコン、倍率: デバイス アイコンの模様および倍率を設定します。 

− X座標/ Y座標、幅/高さ: デバイス アイコンの位置および大きさを設定します。カンバスでアイコンをマウスのドラック&

ドロップして設定することもできます。 

− 連動 カメラ: デバイスにカメラを連動することができます(アラームインまたはオーディオ入力のデバイスである場合の

み支援)。カメラを連動するとそのイベント感知時連動したカメラの映像を監視することができます。また、アラームイ

ン装置でマップリンクを指定することができます。 

− ハロー効果: アイコンの背景にカラーを設定してマップでそのデバイスを簡単に探せます。 

− カメラビュー: 画角、パン、距離などを設定します(該当デバイスがカメラに限り対応)。 

− 情報: デバイスの情報を表示します。 

 マップリンク: 選択したマップリンクの属性を設定します。 

− 名前: マップリンクの名前を設定します。設定した名前がマップリンクに表示されます。 

− X座標/ Y座標、幅/高さ: マップリンクの位置および大きさを設定します。カンバスでマップリンクをマウス のドラック&ド

ロップして設定することもできます。 

− テキストカラー、背景カラー: マップリンクのテキストカラーおよび背景カラーを設定します。 
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− 不透明度: マップリンクの背景カラーの不透明度を設定します。 

− 文字整列: マップリンクの文字を整列します。 

− 情報: マップの名前を表示します。 

 テキストボックス: 選択したテキストボックスの属性を設定します。 

− テキスト: テキストを設定します。設定したテキストがマップに表示されます。 

− フォント、フォントサイズ: フォント、フォントサイズを設定します。 

− テキストカラー、背景カラー: テキストのテキストカラーおよびテキストボックスの背景カラーを設定します。 

− 文字整列: テキストを整列します。 

− 太字、イタリック、下線、 取り消し線: テキストを 太字にすることや、イタリック体、下線、取り消し線を設定ます。 

− X座標/ Y座標、幅/高さ: テキストボックスの位置および大きさを設定します。カンバスでテキストボックスをマウス のド

ラック&ドロップして設定することもできます。 

 

経路順次監視 

 

順次監視経路を設定してマップ監視する時、多数のカメラの映像を同一のカメラ画面で順次監視することができます。経路

順次監視のためには、カンバスで各カメラに順次監視経路が設定されてある必要があります(  (経路順次監視)ボタンク

リック → カンバスで各カメラアイコンを監視しようとする順番でクリック → マウス右側ボタンをクリックして設定終了)。経路

設定が終わったら経路を選択してから経路の属性を設定します。 
 

 

 名前: 経路の名前を設定します。 

 カラー/不透明度/幅: マップに表示される経路のカラー/不透明度/幅を設定します。 

 形: マップ監視する時、経路順次監視が設定されたカメラの映像を表示する時、その

カメラを区別するための標識アイコンの形を設定します。 

 背景カラー/不透明度/幅: マップ監視する時、経路順次監視が設定されたカメラの映

像を表示する時、標識アイコンのカラー/不透明度/幅を設定します。 

 方向転換: 経路の方向を転換します。 

 連動デバイス: 経路順次監視が設定されたカメラのリストを表示します。マップ監視す

る時、リストの順番で設定された“持続時間”間、順次監視を行います。リストでカメラ

を選択してから“解除”をクリックするとそのカメラを経路順次監視で削除します。 

 

イベント動作 

 

カンバスに配置された入/出力デバイスについてはイベント感知時行う動作を設定することができます。アイコンを選択して

から項目を選択し、ドロップダウンメニューで希望の値を選択します。 
 

 

 クリック: マップでデバイス アイコン クリップ する時インスタントビューアーウィンドウが

表示されるように設定することができます。アラーム アウトデバイスである場合、アイ

コンをクリップしてアラーム 出力を動作させたり解除した設定することができます。 

 モーション検知、オブジェクト、映像ロス、映像遮断、アラーム インなど: 各イベントが

感知する場合行う動作を設定または解除します。ただ、マップ監視する際、入/出力デ

バイスのイベント動作を無視するように設定した場合は、下記の設定とは関係なくイ

ベントは動作しません(イベント動作無視設定: マウスカーソルーをマップ入/出力デバ

イスの上に位置 → マウス右側ボタンクリック → “イベント動作無視”選択)。 

− ライブポップアップ: そのカメラ(デバイスがカメラではない場合、連動されたカメラ)

の映像がポップアップされます。 

− イベントスポッ: そのカメラ(デバイスがカメラではない場合、連動されたカメラ)の映

像がイベントスポット画面に現れます。 

− イベントのサウンド: オーディオファイル(.wav)を設定するとオーディオを出力します。 
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第 12 章 — ネットワークキーボードを利用した制御 
 

 

ネットワークキーボードを利用してiRASプログラムを制御することができます。 

 

 この機能はiRASプロトコルを使用するネットワークキーボードの場合にのみ対応されます。 

 
 

12.1  登録 
 

1. iRASプログラムでネットワークキーボードを登録します。“システム”メニュー → “設定” → “デバイス”を選択します。  

(ネットワークキーボード設定)ボタンをクリックします。“ネットワークキーボード検索”画面が出ます。ネットワークキーボ

ード登録方法はデバイス登録方法と同一です。詳しい内容は、“3.2 デバイスの登録” (p. 8)部分を参照してください。 
 

 

 

 

 

2. ネットワークキーボードにiRASシステムを登録します。詳しい内容は、ネットワークキーボードユーザーマニュアルを参

照してください。 
 

 

 ID (iRASシステムID): iRASシステム登録時に自動で割り当てら

れ、変更が可能です。設定されたIDは、ネットワークキーボードを

利用してiRASシステムを制御する時に他のiRASシステムと区別

するために使用されるので、固有でなければなりません。 

 名前： 使用者の便宜のためにiRASシステムの名前を設定しま

す。 

 IPアドレス: iRASシステムのIPアドレスを登録します。“FEN使用”

項目は選択しないでください。 

 制御ポート: iRASシステムで設定した制御ポートを入力します(制

御ポートは“システム” → “iRAS設定” → “ネットワーク” → “ネット

ワークキーボード”設定で確認してください)。 

 使用者ID、パスワード: iRASシステムに接続する時使用する使用

者ID、パスワードを入力します。 

 

3. “ネットワークキーボード 使用”項目を選択してiRASシステムでネットワークキーボード 使用を設定します。 
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12.2  接続 
 

ネットワークLCD画面 

 

 

1. ネットワークキーボードでiRASシステムIDをクリックします。 

 

 

2. DEVボタンを押すとネットワークキーボードがiRASシステムに接続します。接続が成功する

と各カメラ画面とパネルタブに次のように 固有IDが表示されます。 
 

 

 

 

3. SHIFTボタンとDEVボタンを同時に押すと接続が解除されます。 

 
 

12.3  実行 
 
 

映像監視 
 

 

1. ネットワークキーボードで監視パネルタブIDをクリックします。 

 

 

2. DEVボタンを押します。 

 

 

3. カメラ画面IDをクリックします。 
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4. PANEボタンを押します。 

 

5. ネットワークキーボードに接続されているマウスを利用して“サイト”リ

ストで接続するサイトを選択した後、監視画面の上にマウスでドラッグ

&ドロップします。選択したサイトのリアルタイム映像が画面に表示さ

れます。 

 
 

 

6.  (メニュー)ボタンを押します。監視画面のメニューが表示されます。 

 

7. ネットワークキーボードの矢印ボタンを利用して、メニューに移動した後、エンターボタ

ン( )を押すと、該当メニューを選択、又は選択を解除することができます。現在設定

中のメニューを抜ける場合は  (メニュー)ボタンを押した後で該当メニューの選択を

解除することができます。 

 
 

8. その外機能に関しては、“12.4 ネットワークキーボードボタン、iRASシステム制御ボタン” (p. 85)部分を参照してください。 
 
 

映像再生 
 

 

1. ネットワークキーボードで再生タブをIDをクリックします。 

 

 

2. DEVボタンを押します。 

 

 

3. カメラ画面IDをクリックします。 

 

 

4. PANEボタンを押します。 
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5. ネットワークキーボードに接続されているマウスを利用して“サイト”リ

ストで接続するサイトを選択した後、再生画面の上にマウスでドラッグ

&ドロップします。選択したサイトの録画映像が画面に表示されます。

選択したサイトの録画映像が画面に表示されます。 

  
 

 

6.  (メニュー)ボタンを押します。再生画面のメニューが表示されます。 

 

7. ネットワークキーボードの矢印ボタンを利用して、メニューに移動した後、エンターボタン( )

を押すと、該当メニューを選択、又は選択を解除することができます。現在設定中のメニュー

を抜ける場合は  (メニュー)ボタンを押した後に該当メニューの選択を解除することができ

ます。 

 
 

8. その外機能に関しては、“12.4 ネットワークキーボードボタン、iRASシステム制御ボタン” (p. 85)部分を参照してください。 

 
 

12.4  ネットワークキーボードボタン 
 

下記の表はネットワークキーボードを利用してiRASシステムを制御する時に使用するボタンの説明です。PTZ制御関連ボ

タンはネットワークキーボードユーザーマニュアルをご参照ください。 
 
 

実行命令ボタン 
 

ボタン 説 明 動 作 

 番号(1~9) 
 ID → MON、PANE、DEV ： 制御するモニタ、カメラ画面、パネルタブ及びiRASシステ

ムを選択します。 

 
番号(0)  命令ボタンでは動作しません。 

 
Shift  SHIFT → ボタン： 命令が2つの機能を実行する場合、2番目の機能を実行します。 

 
Esc  ESC ： 実行命令中に命令を取り消します。 

 

接続  iRASシステムID → DEV : iRASシステムを制御することができます。 

解除  SHIFT & DEV : iRASシステム接続を解除します。 

パネルタブ  タブID → DEV : 該当パネルを選択します。 

 
カメラ画面  カメラ画面ID → PANE : 該当カメラ画面を選択します。 

 
モニター  モニターID → MON ： モニターを選択できます。 

 
–   ： 現在選択されたカメラ画面又はデバイスの接続を解除します。 
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 機能(1~8) 

 F1: 二つ以上のモニタを使用する場合、モニタIDを表示します。 

 F7 (SHIFT & F3): “システム”メニュー → “iRAS設定”画面を表示したり隠します。 

 F8 (SHIFT & F4): iRASプログラムのソフトウェアバージョンを表示したり隠します。 
 

 
iRASシステム制御ボタン 
 

 接続されたデバイスの種類及びバージョンにより一部機能が対応できない可能性があります。 
 

ボタン 説 明 動 作 

 

緊急録画On  カメラ画面ID →  ： 選択したカメラ画面の映像に対して緊急録画を実行します。 

緊急録画Off 
 カメラ画面ID → SHIFT &  ： 選択したカメラ画面の映像に対して緊急録画を中止

します。 

 

アラーム出力On 

 カメラ画面ID →  ： 選択したカメラ画面に接続されたデバイス1番アラーム出力

を動作させます。 

 ‘アラーム出力装置番号’ →  ： 選択したアラーム出力を動作させます。 

アラーム出力Off 

 カメラ画面ID → SHIFT &  ： 選択したカメラ画面に接続されたデバイス1番アラ

ーム出力を解除します。 

 ‘アラーム出力装置番号’ → SHIFT &  ： 選択したアラーム出力を解除します。 

 
分割表示 

  ： 画面分割を変更することができます。矢印及びエンターボタン( )を利用して

画面分割を選択します。 

 SHIFT &  ： 1x1分割画面に変更します。ボタンを再度押すと以前画面分割に戻

ります。 

 
グループ   ： 次の画面グループに移動します。 

 

フリーズ   ： 監視画面を一時停止させます。 

ズーム 
 SHIFT &  ： 監視画面の特定部分を拡大します。 矢印及びエンターボタン( )を

利用して拡大領域を移動させることができます。 

 
フルスクリーン  パネルタブID’ →  : 該当パネルタブをフルスクリーンで表示します。 

 
検索/監視 

  ： 再生パネルを表示して、監視パネルで選択されたカメラ画面に接続されてい

るデバイスの録画映像を検索、再生することができます。 

 SHIFT &  ： 以前の監視パネルに戻ります。 

 

早巻戻し再生   ： 録画映像を早巻戻し再生します。 

1フレーム巻戻し

再生 
 SHIFT &  ： 録画映像を1フレームずつ巻戻し再生します。 

 
再生、一時停止   ： 録画映像を再生します。再生中にボタンを押すと映像を一時停止させます。 

 

倍速再生   ： 録画映像を倍速再生します。 

1フレーム再生  SHIFT &  ： 録画映像を1フレームずつ再生します。 

 
メニュー  選択したカメラ画面の画面のメニューを表示します。 

 

エンター( ) 
 選択したカメラ画面の画面のメニューで項目を選択します。 

 拡大モードで映像の拡大率を変更します。 

 

矢印 
 選択したカメラ画面の画面のメニューで各項目に移動します。 

 拡大モードで拡大領域を移動させることができます。 
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ジョグダイヤル 

 再生モードのみ動作します。 

 再生モード中に一時停止状態で映像を1フレームずつ再生します。ジョグダイヤルを

時計方向または反時計方向に回して再生または巻戻し再生します。 

 

シャトルリング 
 再生モードのみ動作します。 

 デバイスに録画された映像を再生する際に再生速度を変更します。 
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付録 
 

 

OSD情報 
 

iRASプログラム監視画面の各カメラ画面にOSDが表示されます。 

 

 

 カメラ名: iRASプログラムで設定したカメラ名を表示します(画面の左上段)。 

  /  (リスニングまたはトーク): デバイスのオーディオを受信したり、デバイスでオーディ

オを送信していることを示します(画面右上段)。 

  /  （NVR聞く/話す）：NVR装置のオーディオを受信している、またはNVR装置にオ

ーディオを伝送していることを示します(画面右上段)。 

  (PTZ): PTZ制御が可能であることを示します(画面右上段)。 

  （簡単再生）：簡単再生中であることを示します(画面右上段)。 

  (カメラの順次監視): カメラが順次監視中であることを示します(画面右上段)。 

  (オレンジ色: 緊急録画): iRASシステムに映像が録画中であることを示します(画面右上段)。 

  (映像拡大): 映像が拡大されたことを示します(画面右上段)。 

  (カラーコントロール): カラーコントロール機能が使用されたことを表示します(再生映像のみ対応)(画面右上段)。 

  (イメージ効果): イメージ効果機能が使用されたことを表示します(画面右上段)。 

  (画面停止): ネットワークキーボードにより画面が停止されたことを表示します(監視映像のみ対応)(画面右上段)。 

 日付、時間: iRASシステムの日付及び時間を示します(画面下段)。 

 イベント警告: イベントが検知されたことを示します(カメラ名バーの赤色表示)。 

 モーションブロック: モーションイベントが検知されたエリアを表示します(映像上) (ネットワークビデオエンコーダーの場合

にのみ対応)。 

 
 

トラブルシューティング(Q&A) 
 

症状 確認内容 

映像監視を行うことができません。 
 デバイスグループにデバイスが追加されているか確認してください。 

 監視の権限があるのか確認してください。 

映像監視中に接続が解除されて

から再接続を繰り返す。 
 デバイスの状態及びデバイスとiRASシステムのネットワークの接続状態を確認

します。 

監視映像が見えません。 

 デバイスのカメラの接続状態を確認してください。 

 システムまたはネットワークの負荷によって監視映像が多少遅く見えることがあ

ります。 

イベント機能が動作しません。 
デバイスの“デバイス修正”メニューで“デバイスリアルタイムモニタリング”項目が選

択されているか確認します。項目が選択されていない場合、現在監視中のデバイ

スについてのみイベント関連機能が対応します。 

双方向オーディオ通信を行うこと

ができません。 

 デバイスとiRASシステムのスピーカー及びマイクの接続状態を確認してくださ

い。 

 デバイスのオーディオ入力/出力の設定を確認してください。 

 双方向オーディオ通信は1:1でのみ行われます。デバイスが異なるシステムとす

でに双方向オーディオ通信中の場合、該当する通信が解除された後に再び試

みます。 

ユーザーIDとパスワードを忘れて

しまい、iRASプログラムを実行す

ることができません。 

iRASプログラムをアンインストールしてから再インストールします。ただし、アンイン

ストール時、システムに保存されたすべてのデータを削除しなければならず、削除

されたデータは復元することができません。 
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